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｜ 特 集 ｜
地域と高校の支え合い
「Ｙ」のチカラで活性化

今月の
表紙

11月９日、小田山ノ上地区で小田小学校の３年生11人が地域の伝統である干し柿づく
りを体験しました。児童は渋柿の皮むきから縄に結いつけるまでの工程を体験。
干し柿は12月下旬までに出来上がり、学校や児童たちの手に渡ります。
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この広報紙は環境に優しい紙を使用しています。

　今月
号
よ
り
広
報
や
か
げ
に
Ａ
Ｒ
を

導
入
し
ま
し
た
。「
Ａ
Ｒ
っ
て
な
に
？
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、

一
言
で
言
う
と
写
真
が
動
き
だ
す
機
能

の
こ
と
で
す
。

　文字
や
写
真
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い

部
分
を
、
動
画
で
お
伝
え
で
き
た
ら
と

思
い
、
導
入
し
ま
し
た
。
ご
利
用
方
法

等
で
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
広
報
や
か
げ
」
は
、
こ
れ
か
ら
も

紙
媒
体
の
限
界
を
超
え
て
、
皆
さ
ん
に

よ
り
伝
わ
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

産業観光課商業観光係　☎（82）1016問

遂に10周年☆白石島ESDプログラム ７月30日㈯～31㈰

　平成 19 年から毎年、夏休みに「持続可能
な暮らし方」について考える一泊二日の学習
プログラムを実施してきました。この企画も
今年で 10 周年を迎え、温かい白石島の方々
のご協力を得ながら、多くの生徒たちがこの
島で学び、感じ、巣立っていっています。「島
の現在は、日本の未来」。これからも、少子高
齢化や産業振興の課題に果敢に立ち向かって
いる方々から、多くのことを学んでいきたい
と思います。

希望者参加

８月５日㈮

　「ゴミゼロ宣言」「高齢者による葉っぱビジ
ネス」「ICT 先進活用」等、卓越した多くの戦
略を駆使し、衰退する限界集落からの奇跡の
回復を成し遂げている徳島県上勝町。その成
功の秘訣を知るため「上勝町視察」を実施し
ました。ゴミを出さず、ゴミを再生すること
で生み出されてくる価値。山の葉っぱを料理
の「つまもの」として売り出すことで得られ
てくる価値。さまざまな価値の再発見を学ん
できました。

ゴミゼロ宣言の町☆徳島県上勝町視察 希望者参加

　岡山県内で「環境教育」を推進しているさまざまな団
体が集まる「おかやま環境教育ミーティング」が今年も
開催されました（第４回）。第１回目から参加している矢
掛高校ですが、今年はブース展示で「白石島ESDプログ
ラム」の10年間を紹介。また協働ミーティングの場面で
は、先日「YKGすみれ」が行った「障がいを持つ親子と
持たない親子の交流会」の第２回目企画をどうするかと
いう議題で、会場の皆さんから多くのアイディアをいた
だきました。自然の中で自然に交流できる機会を作りた
い。その企画案は会場アンケートの結果、支持率ナンバー
１に選ばれました。

企画支持率第１位
　☆おかやま環境教育ミーティング ８月17日㈬ 探究コース３年

投票にご協力を！投票にご協力を！

PC・タブレット・スマートフォンからの投票　投票にはID登録が必要となります。
※登録いただくアドレスが、Yahoo!メールやGmail等のフリーメールの場合、受け付けできない
可能性があります。
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ID

発行されたIDで
ログインする

1日1回
投票ができます

ID登録する
（※初回のみ）

20平成28年９月号

　
町
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
県
立
矢
掛
高
校
。

明
治
35
年
に
開
校
し
て
以
来
百
年
以
上
の
伝
統

を
受
け
継
ぐ
歴
史
あ
る
学
校
で
あ
り
、
長
年
の

歩
み
の
中
で
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。
平
成
16
年
度
に
矢
掛
高
校
と
矢
掛
商
業
高

校
が
合
併
。新
た
な
矢
掛
高
校
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
普
通
科
の
「
探
究

コ
ー
ス
」、「
総
合
コ
ー
ス
」。
そ
し
て
「
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
科
」
の
３
つ
の
コ
ー
ス
・
科
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
み
、
過
疎
化
・
少

子
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で
は
、
人
口
減
少
が

一
層
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
中
学
校
卒
業
者
数

の
減
少
に
伴
い
、
高
校
進
学
者
数
も
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
現
状
の
中
、
矢
掛
高
校
は
矢
掛
町
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
地
域
と
高
校
が
連
携
し
、

常
に
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
地
域
が
高
校
を
支
え
、
高
校
が

地
域
を
支
え
る
。」
そ
ん
な
関
係
性
が
こ
こ
で

は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
生
徒

た
ち
の
活
動
は
自
分
た
ち
の
進
路
へ
と
自
然
と

結
び
付
き
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
が
高
校
を
支
え
、
高
校
が
地
域
を
支

え
る
。」
そ
の
実
態
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
当
時
、
矢
掛
高
校
の
生
徒
数
減
少
を
受
け
、

地
域
を
挙
げ
て
矢
掛
高
校
を
支
援
す
る
べ
く
、

平
成
23
年
12
月
に
当
時
の
矢
掛
高
校
、
小
中
学

校
の
教
諭
に
加
え
、
町
職
員
ら
で
構
成
さ
れ
た

「
矢
掛
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
矢
高

の
魅
力
を
届
け
よ
う
と
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の

一
つ
が
、
毎
月
「
広
報
や
か
げ
」
の
裏
表
紙
で

お
届
け
し
て
い
る
「
矢
高
に
ロ
ッ
ク
オ
ン
」
で

す
。

　
そ
の
後
、
平
成
26
年
１
月
に
は
「
矢
掛
高
校

存
続
協
議
会
」
が
発
足
。
行
政
は
も
ち
ろ
ん
学

校
関
係
者
や
住
民
ら
と
啓
発
活
動
や
活
性
化
支

援
、
地
域
と
の
連
携
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

町
内
に
在
住
し
、
矢
掛
高
校
に
進
学
す
る
生
徒

で
、
将
来
町
に
貢
献
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

生
徒
に
対
し
て
「
矢
掛
町
地
域
貢
献
人
材
育
成

奨
励
金
」
が
贈
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
岡
山
県
教
育
委
員
会
へ
「
持
続
発

展
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出
し
、
地
域
に
お

け
る
矢
掛
高
校
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
訴
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
矢
掛

高
校
の
広
報
支
援
を
行
う
な
ど
、
町
全
体
で
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
、
行
政
が
中
心

と
な
っ
て
取
り
組
み
を
行
う
自
治
体
は
全
国
的

に
も
少
な
く
、
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
矢
掛
高
校

は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
ま
す
。

↑「広報やかげ」の裏表紙を飾る
　「矢高にロックオン」。
　　生徒が編集を行うことも。

↑平成26年1月に開催された「第1回矢掛高校存続協議会」の様子

地
元
の
高
校
は
、
地
元
で
支
え
る

地域と高校の支え合い
「Ｙ」のチカラで活性化

活気に溢れるまち、矢掛町。
その一端を「矢掛高校」の生徒が担い、
相互が連携して矢掛町の好循環が生まれています。
矢掛町にとっての矢掛高校。矢掛高校にとっての矢掛町。
地域と高校の関係について紹介します。

①矢掛高校在籍生徒数（平成28年5月1日現在）
男 女 計

1年生 75 85 160

2年生 68 71 139

３年生 48 77 125

計 191 233 424

②現在の矢掛高校生の出身中学校割合
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③過去５年間の矢掛高校一般入試志願倍率
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今
月
号
は
「
子
育
て
」
特
集
を
お

送
り
し
ま
し
た
。
自
分
も
２
人
の
子

ど
も
を
持
つ
親
と
し
て
日
々
考
え
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
イ
ラ
イ

ラ
し
て
子
ど
も
に
き
つ
く
当
た
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
、「
悪
か
っ

た
な
ぁ
」
と
反
省
し
、「
ご
め
ん
ね
」

と
謝
り
ま
す
。
子
育
て
を
す
る
中
で
、

自
分
も
子
ど
も
に
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

　
「
子
育
て
＝
親
育
て
」
と
思
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
パ
パ
は
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
特
集
で
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７月５
日㈫～

８日㈮
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日中デ
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になる
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高校生
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充実し

た最高
の思い

出がで
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だきました。自然の中で自然に交流できる機会を作りた
い。その企画案は会場アンケートの結果、支持率ナンバー
１に選ばれました。

企画支持率第１位
　☆おかやま環境教育ミーティング ８月17日㈬ 探究コース３年
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町
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
県
立
矢
掛
高
校
。

明
治
35
年
に
開
校
し
て
以
来
百
年
以
上
の
伝
統

を
受
け
継
ぐ
歴
史
あ
る
学
校
で
あ
り
、
長
年
の

歩
み
の
中
で
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。
平
成
16
年
度
に
矢
掛
高
校
と
矢
掛
商
業
高

校
が
合
併
。新
た
な
矢
掛
高
校
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
普
通
科
の
「
探
究

コ
ー
ス
」、「
総
合
コ
ー
ス
」。
そ
し
て
「
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
科
」
の
３
つ
の
コ
ー
ス
・
科
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
み
、
過
疎
化
・
少

子
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で
は
、
人
口
減
少
が

一
層
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
中
学
校
卒
業
者
数

の
減
少
に
伴
い
、
高
校
進
学
者
数
も
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
現
状
の
中
、
矢
掛
高
校
は
矢
掛
町
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
地
域
と
高
校
が
連
携
し
、

常
に
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
地
域
が
高
校
を
支
え
、
高
校
が

地
域
を
支
え
る
。」
そ
ん
な
関
係
性
が
こ
こ
で

は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
生
徒

た
ち
の
活
動
は
自
分
た
ち
の
進
路
へ
と
自
然
と

結
び
付
き
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
が
高
校
を
支
え
、
高
校
が
地
域
を
支

え
る
。」
そ
の
実
態
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
当
時
、
矢
掛
高
校
の
生
徒
数
減
少
を
受
け
、

地
域
を
挙
げ
て
矢
掛
高
校
を
支
援
す
る
べ
く
、

平
成
23
年
12
月
に
当
時
の
矢
掛
高
校
、
小
中
学

校
の
教
諭
に
加
え
、
町
職
員
ら
で
構
成
さ
れ
た

「
矢
掛
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
矢
高

の
魅
力
を
届
け
よ
う
と
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の

一
つ
が
、
毎
月
「
広
報
や
か
げ
」
の
裏
表
紙
で

お
届
け
し
て
い
る
「
矢
高
に
ロ
ッ
ク
オ
ン
」
で

す
。

　
そ
の
後
、
平
成
26
年
１
月
に
は
「
矢
掛
高
校

存
続
協
議
会
」
が
発
足
。
行
政
は
も
ち
ろ
ん
学

校
関
係
者
や
住
民
ら
と
啓
発
活
動
や
活
性
化
支

援
、
地
域
と
の
連
携
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

町
内
に
在
住
し
、
矢
掛
高
校
に
進
学
す
る
生
徒

で
、
将
来
町
に
貢
献
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

生
徒
に
対
し
て
「
矢
掛
町
地
域
貢
献
人
材
育
成

奨
励
金
」
が
贈
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
岡
山
県
教
育
委
員
会
へ
「
持
続
発

展
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出
し
、
地
域
に
お

け
る
矢
掛
高
校
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
訴
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
矢
掛

高
校
の
広
報
支
援
を
行
う
な
ど
、
町
全
体
で
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
、
行
政
が
中
心

と
な
っ
て
取
り
組
み
を
行
う
自
治
体
は
全
国
的

に
も
少
な
く
、
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
矢
掛
高
校

は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
ま
す
。

↑「広報やかげ」の裏表紙を飾る
　「矢高にロックオン」。
　　生徒が編集を行うことも。

↑平成26年1月に開催された「第1回矢掛高校存続協議会」の様子

地
元
の
高
校
は
、
地
元
で
支
え
る

地域と高校の支え合い
「Ｙ」のチカラで活性化

活気に溢れるまち、矢掛町。
その一端を「矢掛高校」の生徒が担い、
相互が連携して矢掛町の好循環が生まれています。
矢掛町にとっての矢掛高校。矢掛高校にとっての矢掛町。
地域と高校の関係について紹介します。

①矢掛高校在籍生徒数（平成28年5月1日現在）
男 女 計

1年生 75 85 160

2年生 68 71 139

３年生 48 77 125

計 191 233 424

②現在の矢掛高校生の出身中学校割合

普　　通　　科

地域ビジネス科

H24

0.85

0.80

H25

0.89

1.30

H26

0.71

0.80

H27

0.90

0.70

H28

1.01

0.85

③過去５年間の矢掛高校一般入試志願倍率

矢掛
小北
美星
新吉
木之子
井原
芳井
高屋
真備
真備東
その他4.4％

33.8％

6.9％9.9％5.7％

10.8％

8.5％

12.2％

1.6％
2.8％

3.4％

平
成
28
年
8
月
17
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
企
画
課
秘
書
広
報
室

〒
714-1297（

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866(82)1010
㈹

ホ
ー
ム
ペ
ージ
　
http://w

w
w
.tow

n.yakage.okayam
a.jp/

2016

№ 557
８

矢高
にロ

ック
オン

― 町内
唯一の

高校、矢
掛高校

につい
て紹介

するコ
ーナー

です ―

2016.
 8

vol.51

編

集

後

記

この広
報紙は

環境に
優しい

紙を使
用して

います
。

　
今
月
号
は
「
子
育
て
」
特
集
を
お

送
り
し
ま
し
た
。
自
分
も
２
人
の
子

ど
も
を
持
つ
親
と
し
て
日
々
考
え
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
イ
ラ
イ

ラ
し
て
子
ど
も
に
き
つ
く
当
た
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
、「
悪
か
っ

た
な
ぁ
」
と
反
省
し
、「
ご
め
ん
ね
」

と
謝
り
ま
す
。
子
育
て
を
す
る
中
で
、

自
分
も
子
ど
も
に
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

　
「
子
育
て
＝
親
育
て
」
と
思
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
パ
パ
は
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
特
集
で
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７月５
日㈫～

８日㈮

思い出
キラリ

☆修学
旅行

　２年
生は３

泊４日
の行程

で、富
士山・

東京方
面に向

けて出
発。今

年は１
日中デ

ィズニ
ーリゾ

ートで
過ごせ

た

り、初
のナイ

トクル
ージン

グでは
バイキ

ングで
お腹い

っぱい
になる

まで楽
しみま

した。
高校生

活の中
でキラ

リ

と光る
充実し

た最高
の思い

出がで
きまし

た。

２  年
  生

オープ
ンスク

ール開
催！！

７月 2
7日㈬

　今年
の夏も

恒例の
オープ

ンスク
ールが

開催さ

れまし
た。矢

掛中学
校をは

じめと
する2

00人以

上の中
学生が

足を運
び、体

育館で
の学校

説明の

後、各
教室で

体験授
業が行

われま
した。

　部活
動体験

にも多
くの中

学生が
参加し

、矢高

の魅力
を感じ

てもら
えた一

日とな
りまし

た。

総務企
画課秘

書広報
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軟式野
球部 東

中国大
会へ！

！

　第 6
1 回全

国高等
学校軟

式野球
選手権

岡山大
会で、

矢掛高
校軟式

野球部
は津山

工業高
校

と対戦
し、見

事３－
１で勝

利！２
年ぶり

７回目
の東中

国大会
へ出場

しまし
た。東

中国大
会

では準
決勝ま

でコマ
を進め

ました
が、新

見高校
に１－

０と接
戦の末

惜敗。
部員た

ちはこ
の

悔しさ
を来年

にぶつ
けます

！今回の

「矢高
にロッ

クオン
」は

３年Ａ
組  井

上愛香
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この広報紙は環境に優しい紙を使用しています。

　今月
号
よ
り
広
報
や
か
げ
に
Ａ
Ｒ
を

導
入
し
ま
し
た
。「
Ａ
Ｒ
っ
て
な
に
？
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、

一
言
で
言
う
と
写
真
が
動
き
だ
す
機
能

の
こ
と
で
す
。

　文字
や
写
真
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い

部
分
を
、
動
画
で
お
伝
え
で
き
た
ら
と

思
い
、
導
入
し
ま
し
た
。
ご
利
用
方
法

等
で
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
広
報
や
か
げ
」
は
、
こ
れ
か
ら
も

紙
媒
体
の
限
界
を
超
え
て
、
皆
さ
ん
に

よ
り
伝
わ
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

産業観光課商業観光係　☎（82）1016問

遂に10周年☆白石島ESDプログラム ７月30日㈯～31㈰

　平成 19 年から毎年、夏休みに「持続可能
な暮らし方」について考える一泊二日の学習
プログラムを実施してきました。この企画も
今年で 10 周年を迎え、温かい白石島の方々
のご協力を得ながら、多くの生徒たちがこの
島で学び、感じ、巣立っていっています。「島
の現在は、日本の未来」。これからも、少子高
齢化や産業振興の課題に果敢に立ち向かって
いる方々から、多くのことを学んでいきたい
と思います。

希望者参加

８月５日㈮

　「ゴミゼロ宣言」「高齢者による葉っぱビジ
ネス」「ICT 先進活用」等、卓越した多くの戦
略を駆使し、衰退する限界集落からの奇跡の
回復を成し遂げている徳島県上勝町。その成
功の秘訣を知るため「上勝町視察」を実施し
ました。ゴミを出さず、ゴミを再生すること
で生み出されてくる価値。山の葉っぱを料理
の「つまもの」として売り出すことで得られ
てくる価値。さまざまな価値の再発見を学ん
できました。

ゴミゼロ宣言の町☆徳島県上勝町視察 希望者参加

　岡山県内で「環境教育」を推進しているさまざまな団
体が集まる「おかやま環境教育ミーティング」が今年も
開催されました（第４回）。第１回目から参加している矢
掛高校ですが、今年はブース展示で「白石島ESDプログ
ラム」の10年間を紹介。また協働ミーティングの場面で
は、先日「YKGすみれ」が行った「障がいを持つ親子と
持たない親子の交流会」の第２回目企画をどうするかと
いう議題で、会場の皆さんから多くのアイディアをいた
だきました。自然の中で自然に交流できる機会を作りた
い。その企画案は会場アンケートの結果、支持率ナンバー
１に選ばれました。

企画支持率第１位
　☆おかやま環境教育ミーティング ８月17日㈬ 探究コース３年
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「
矢
掛
高
校

存
続
協
議
会
」
が
発
足
。
行
政
は
も
ち
ろ
ん
学

校
関
係
者
や
住
民
ら
と
啓
発
活
動
や
活
性
化
支

援
、
地
域
と
の
連
携
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

町
内
に
在
住
し
、
矢
掛
高
校
に
進
学
す
る
生
徒

で
、
将
来
町
に
貢
献
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

生
徒
に
対
し
て
「
矢
掛
町
地
域
貢
献
人
材
育
成

奨
励
金
」
が
贈
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
岡
山
県
教
育
委
員
会
へ
「
持
続
発

展
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出
し
、
地
域
に
お

け
る
矢
掛
高
校
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
訴
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
矢
掛

高
校
の
広
報
支
援
を
行
う
な
ど
、
町
全
体
で
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
、
行
政
が
中
心

と
な
っ
て
取
り
組
み
を
行
う
自
治
体
は
全
国
的

に
も
少
な
く
、
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
矢
掛
高
校

は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
ま
す
。

↑「広報やかげ」の裏表紙を飾る
　「矢高にロックオン」。
　　生徒が編集を行うことも。

↑平成26年1月に開催された「第1回矢掛高校存続協議会」の様子

地
元
の
高
校
は
、
地
元
で
支
え
る

地域と高校の支え合い
「Ｙ」のチカラで活性化

活気に溢れるまち、矢掛町。
その一端を「矢掛高校」の生徒が担い、
相互が連携して矢掛町の好循環が生まれています。
矢掛町にとっての矢掛高校。矢掛高校にとっての矢掛町。
地域と高校の関係について紹介します。

①矢掛高校在籍生徒数（平成28年5月1日現在）
男 女 計

1年生 75 85 160

2年生 68 71 139

３年生 48 77 125

計 191 233 424

②現在の矢掛高校生の出身中学校割合

普　　通　　科

地域ビジネス科

H24

0.85

0.80

H25

0.89

1.30

H26

0.71

0.80

H27

0.90

0.70

H28

1.01

0.85

③過去５年間の矢掛高校一般入試志願倍率

矢掛
小北
美星
新吉
木之子
井原
芳井
高屋
真備
真備東
その他4.4％

33.8％

6.9％9.9％5.7％

10.8％

8.5％

12.2％

1.6％
2.8％

3.4％

平
成
28
年
8
月
17
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
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町
役
場

■
編
集
　
総
務
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画
課
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書
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報
室

〒
714-1297（
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）

岡
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掛
3018　
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㈹
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この広
報紙は

環境に
優しい

紙を使
用して

います
。

　
今
月
号
は
「
子
育
て
」
特
集
を
お

送
り
し
ま
し
た
。
自
分
も
２
人
の
子

ど
も
を
持
つ
親
と
し
て
日
々
考
え
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
イ
ラ
イ

ラ
し
て
子
ど
も
に
き
つ
く
当
た
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
、「
悪
か
っ

た
な
ぁ
」
と
反
省
し
、「
ご
め
ん
ね
」

と
謝
り
ま
す
。
子
育
て
を
す
る
中
で
、

自
分
も
子
ど
も
に
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

　
「
子
育
て
＝
親
育
て
」
と
思
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
パ
パ
は
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
特
集
で
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７月５
日㈫～

８日㈮

思い出
キラリ

☆修学
旅行

　２年
生は３

泊４日
の行程

で、富
士山・

東京方
面に向

けて出
発。今

年は１
日中デ

ィズニ
ーリゾ

ートで
過ごせ

た

り、初
のナイ

トクル
ージン

グでは
バイキ

ングで
お腹い

っぱい
になる

まで楽
しみま

した。
高校生

活の中
でキラ

リ

と光る
充実し

た最高
の思い

出がで
きまし

た。

２  年
  生

オープ
ンスク

ール開
催！！

７月 2
7日㈬

　今年
の夏も

恒例の
オープ

ンスク
ールが

開催さ

れまし
た。矢

掛中学
校をは

じめと
する2

00人以

上の中
学生が

足を運
び、体

育館で
の学校

説明の

後、各
教室で

体験授
業が行

われま
した。

　部活
動体験

にも多
くの中

学生が
参加し

、矢高

の魅力
を感じ

てもら
えた一

日とな
りまし

た。

総務企
画課秘

書広報
室

☎（82
）101

0　有
線052

2

問

やかげ
観光大

使

登録用
アドレ

ス e-ya
kage@

xpres
smail.

jp

軟式野
球部 東

中国大
会へ！

！

　第 6
1 回全

国高等
学校軟

式野球
選手権

岡山大
会で、

矢掛高
校軟式

野球部
は津山

工業高
校

と対戦
し、見

事３－
１で勝

利！２
年ぶり

７回目
の東中

国大会
へ出場

しまし
た。東

中国大
会

では準
決勝ま

でコマ
を進め

ました
が、新

見高校
に１－

０と接
戦の末

惜敗。
部員た

ちはこ
の

悔しさ
を来年

にぶつ
けます

！今回の

「矢高
にロッ

クオン
」は

３年Ａ
組  井

上愛香
 

が編集
しまし

た

18

平成2
8年８

月号
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地
域
に
と
っ
て
も
「
や
か
げ
学
」
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
先

で
は
高
校
生
が
来
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

人
手
不
足
の
解
消
が
で
き
る
と
話
し
、
業
務

内
容
を
工
夫
し
、
生
徒
の
成
長
を
常
に
意
識
。

あ
え
て
困
難
な
体
験
を
さ
せ
、
失
敗
か
ら
学

ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
ま
す
。
実
習
を

終
え
た
後
は
、
12
月
の
発
表
会
に
向
け
て
、

準
備
を
し
ま
す
。
発
表
会
に
は
、
受
け
入
れ

施
設
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
も
訪
れ
、
地

域
で
学
び
成
長
し
た
姿
を
見
せ
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　「
や
か
げ
学
」
を
と
お
し
て
町
の
施
設
の
人

た
ち
に
支
援
し
て
も
ら
っ
た
生
徒
の
中
に
は
、

将
来
矢
掛
町
で
就
職
し
た
生
徒
も
お
り
、
こ

の
よ
う
な
循
環
が
、
地
域
と
高
校
の
協
働
に

よ
る
「
町
づ
く
り
」
さ
ら
に
は
「
人
づ
く
り
」

へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
矢
掛
高
校
は
、
岡
山
県
内
で
最
初
の

「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
」
認
定
校
と
し
て

全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
＝

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
」
の

充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
域
が
持
続
し
て
い
く
た
め
に
、
課
題

を
見
つ
け
、
解
決
し
て
い
く
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
こ
と
。
矢
掛
高
校
で
は
、

生
徒
が
積
極
的
に
地
域
に
出
て
活
動
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
多
様
な
活
動

が
、
活
動
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、

生
徒
の
進
路
に
き
ち
ん
と
結
び
つ
い
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
実
績
が
あ
が

って
い
ま
す
。

　
普
通
科
総
合
コ
ー
ス
の
生
徒
が
行
う

「
や
か
げ
学
」
は
、
２
年
生
の
４
月
か
ら

７
月
ま
で
座
学
で
矢
掛
町
に
つ
い
て
学

び
、
８
月
か
ら
３
年
生
の
７
月
ま
で
実

習
を
行
い
ま
す
。
現
在
の
実
習
先
は
小

学
校
７
校
、
保
育
園
２
園
、
高
齢
者
福

祉
施
設
２
か
所
、や
か
げ
郷
土
美
術
館
、

矢
掛
町
立
図
書
館
、
水
車
の
里
フ
ル
ー

ツ
ト
ピ
ア
の
14
カ
所
。
毎
週
木
曜
日
の

５
・
６
限
目
に
町
内
の
各
施
設
に
出
掛

け
て
い
き
ま
す
。

矢掛のまちが教室
～高校と地域が相乗効果で活性化～

【国立大学進学】
鳥取大学（地域）
島根大学（総合理工）
岡山大学（工、経済）
香川大学（農、経済）
愛媛大学（法文）
高知大学（理）
【公立大学進学】
都留文科大学（文）
神戸市外国語大学（外国語）
公立鳥取環境大学（環境、経営）
島根県立大学（総合政策）
岡山県立大学（情工、保福）
尾道市立大学（経済情報）
北九州市立大学（法）

【主な私立大学合格】
明治大学
同志社大学
関西大学
ノートルダム清心女子大学
就実大学
川崎医療福祉大学　など
【主な就職】
公務員（小・中学校事務）
倉敷かさや農業協同組合
日本郵政㈱中国支社
福山スチールセンター
九州ジージーシー㈱岡山工場
㈱モンテール
㈱山陽マルナカ　など

普通科・探究コース
27人

普通科・総合コース
68人

地
域
で
育
む
矢
掛
愛

〔平成27年度 矢掛高校卒業生の進路実績〕

　
平
成
27
年
度
を
「
観
光
元
年
」
と
名
付
け
、

賑
わ
い
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
矢
掛
町
。

現
在
で
は
、
観
光
客
を
始
め
、
多
く
の
人
が

矢
掛
町
を
訪
れ
、
活
気
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
活
気
を
生
み
出
し
て
い
る
力
の
源
の
一
端
に

矢
掛
高
校
の
生
徒
が
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
矢
掛
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
矢
掛
の
宿
場
ま
つ
り
大
名
行
列
」
の
前
に
は
、

矢
掛
高
校
の
生
徒
に
よ
り
街
中
の
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
矢
掛
町
を
訪
れ
る
人
を
気

持
ち
良
く
迎
え
よ
う
と
い
う
考
え
に
よ
り
始
ま

っ
た
も
の
。

　
そ
し
て
、
大
名
行
列
当
日
は
生
徒
が
キ
ャ
ス

ト
と
し
て
参
加
す
る
他
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
は
こ
の
日
の
為
に
町
内
の
企
業
と
共
同
で
開

発
し
た
商
品
を
販
売
し
ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に
井
原
線

矢
掛
駅
前
広
場
で
開
催
さ
れ
て
い
る
井
原
線

DE
得
得
市
に
は
矢
掛
高
校
の
サ
イ
エ
ン
ス
部
が

出
店
し
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
工
作
や
科

学
実
験
を
用
い
た
遊
び
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
ま
せ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
矢
掛
高
校
の
存
在
は
町
内
の
至

る
所
に
見
ら
れ
、
そ
の
若
さ
溢
れ
る
活
躍
が
、

矢
掛
町
の
賑
わ
い
の
一
端
と
なって
い
ま
す
。

矢
掛
町
に
矢
高
生
あ
り

　高校生の時に行った「やかげ学」では、保育園ではなく、老人セ
ンターで実習を行いました。その当時は何も感じませんでしたが、
卒業して短大の時の実習の際にレクリエーションを考える際は「や
かげ学」の実習で同じように計画を立てたことを思いだして参考に
なりました。 
　また、倉敷市出身ですが、高校時代の「やかげ学」等を通じて知
り合った町民の皆さんの温かさは忘れることができず、就職先を選
ぶ一つの判断材料となりました。 

矢掛町でふれた温かさを求めて

やかげ学のスケジュール
2年生

4月 座学（11回）
やかげ学とは /マナー /町の行
政 /町の歴史と文化
中間考査 /町の観光 /町の農業
町の福祉 /まとめ /施設選択の
説明 /期末考査実習

5月

6月

7月 自己紹介カード（2回）

8月 3年生から2年生への引き継ぎ（３回）

9月
施設打ち合わせ

10月 実習（13回）
11月

やかげ学発表会12月
中間報告会準備 /中間報告会

1月
2月 実習（5回）
3月

3年生

実習
（12回）

振り返り（6回）
礼状書き等
発表準備
（11回）

2年間のまとめ

地元企業と共同で商品を開発して販売

大名行列前の一斉清掃

地域ビジネス科
36人

20

（人）

10

0
H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

矢高卒業生 国公立大学合格者の推移

11

15
18 19 18

14

20 22 23 24
25

国公立大学
私立大学
短期大学
専門学校
就職

すっかりおなじみになった井原線ＤＥ得得市での
矢掛高校サイエンス部

63%22%

11%
4%

10%

32%

13%

40%

5% 3%

3%11%

14%
69%

中川保育園　福 武 美 咲 さん
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地
域
に
と
っ
て
も
「
や
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げ
学
」
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
先

で
は
高
校
生
が
来
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

人
手
不
足
の
解
消
が
で
き
る
と
話
し
、
業
務

内
容
を
工
夫
し
、
生
徒
の
成
長
を
常
に
意
識
。

あ
え
て
困
難
な
体
験
を
さ
せ
、
失
敗
か
ら
学

ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
ま
す
。
実
習
を

終
え
た
後
は
、
12
月
の
発
表
会
に
向
け
て
、

準
備
を
し
ま
す
。
発
表
会
に
は
、
受
け
入
れ

施
設
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
も
訪
れ
、
地

域
で
学
び
成
長
し
た
姿
を
見
せ
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　「
や
か
げ
学
」
を
と
お
し
て
町
の
施
設
の
人

た
ち
に
支
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し
て
も
ら
っ
た
生
徒
の
中
に
は
、

将
来
矢
掛
町
で
就
職
し
た
生
徒
も
お
り
、
こ

の
よ
う
な
循
環
が
、
地
域
と
高
校
の
協
働
に

よ
る
「
町
づ
く
り
」
さ
ら
に
は
「
人
づ
く
り
」

へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
矢
掛
高
校
は
、
岡
山
県
内
で
最
初
の

「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
」
認
定
校
と
し
て

全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
＝

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
」
の

充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
域
が
持
続
し
て
い
く
た
め
に
、
課
題

を
見
つ
け
、
解
決
し
て
い
く
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
こ
と
。
矢
掛
高
校
で
は
、

生
徒
が
積
極
的
に
地
域
に
出
て
活
動
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
多
様
な
活
動

が
、
活
動
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、

生
徒
の
進
路
に
き
ち
ん
と
結
び
つ
い
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
実
績
が
あ
が

って
い
ま
す
。

　
普
通
科
総
合
コ
ー
ス
の
生
徒
が
行
う

「
や
か
げ
学
」
は
、
２
年
生
の
４
月
か
ら

７
月
ま
で
座
学
で
矢
掛
町
に
つ
い
て
学

び
、
８
月
か
ら
３
年
生
の
７
月
ま
で
実

習
を
行
い
ま
す
。
現
在
の
実
習
先
は
小

学
校
７
校
、
保
育
園
２
園
、
高
齢
者
福

祉
施
設
２
か
所
、や
か
げ
郷
土
美
術
館
、

矢
掛
町
立
図
書
館
、
水
車
の
里
フ
ル
ー

ツ
ト
ピ
ア
の
14
カ
所
。
毎
週
木
曜
日
の

５
・
６
限
目
に
町
内
の
各
施
設
に
出
掛

け
て
い
き
ま
す
。

矢掛のまちが教室
～高校と地域が相乗効果で活性化～

【国立大学進学】
鳥取大学（地域）
島根大学（総合理工）
岡山大学（工、経済）
香川大学（農、経済）
愛媛大学（法文）
高知大学（理）
【公立大学進学】
都留文科大学（文）
神戸市外国語大学（外国語）
公立鳥取環境大学（環境、経営）
島根県立大学（総合政策）
岡山県立大学（情工、保福）
尾道市立大学（経済情報）
北九州市立大学（法）

【主な私立大学合格】
明治大学
同志社大学
関西大学
ノートルダム清心女子大学
就実大学
川崎医療福祉大学　など
【主な就職】
公務員（小・中学校事務）
倉敷かさや農業協同組合
日本郵政㈱中国支社
福山スチールセンター
九州ジージーシー㈱岡山工場
㈱モンテール
㈱山陽マルナカ　など

普通科・探究コース
27人

普通科・総合コース
68人

地
域
で
育
む
矢
掛
愛

〔平成27年度 矢掛高校卒業生の進路実績〕

　
平
成
27
年
度
を
「
観
光
元
年
」
と
名
付
け
、

賑
わ
い
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
矢
掛
町
。

現
在
で
は
、
観
光
客
を
始
め
、
多
く
の
人
が

矢
掛
町
を
訪
れ
、
活
気
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
活
気
を
生
み
出
し
て
い
る
力
の
源
の
一
端
に

矢
掛
高
校
の
生
徒
が
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
矢
掛
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
矢
掛
の
宿
場
ま
つ
り
大
名
行
列
」
の
前
に
は
、

矢
掛
高
校
の
生
徒
に
よ
り
街
中
の
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
矢
掛
町
を
訪
れ
る
人
を
気

持
ち
良
く
迎
え
よ
う
と
い
う
考
え
に
よ
り
始
ま

っ
た
も
の
。

　
そ
し
て
、
大
名
行
列
当
日
は
生
徒
が
キ
ャ
ス

ト
と
し
て
参
加
す
る
他
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
は
こ
の
日
の
為
に
町
内
の
企
業
と
共
同
で
開

発
し
た
商
品
を
販
売
し
ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に
井
原
線

矢
掛
駅
前
広
場
で
開
催
さ
れ
て
い
る
井
原
線

DE
得
得
市
に
は
矢
掛
高
校
の
サ
イ
エ
ン
ス
部
が

出
店
し
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
工
作
や
科

学
実
験
を
用
い
た
遊
び
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
ま
せ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
矢
掛
高
校
の
存
在
は
町
内
の
至

る
所
に
見
ら
れ
、
そ
の
若
さ
溢
れ
る
活
躍
が
、

矢
掛
町
の
賑
わ
い
の
一
端
と
なって
い
ま
す
。

矢
掛
町
に
矢
高
生
あ
り

　高校生の時に行った「やかげ学」では、保育園ではなく、老人セ
ンターで実習を行いました。その当時は何も感じませんでしたが、
卒業して短大の時の実習の際にレクリエーションを考える際は「や
かげ学」の実習で同じように計画を立てたことを思いだして参考に
なりました。 
　また、倉敷市出身ですが、高校時代の「やかげ学」等を通じて知
り合った町民の皆さんの温かさは忘れることができず、就職先を選
ぶ一つの判断材料となりました。 

矢掛町でふれた温かさを求めて
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地
域
に
と
っ
て
も
「
や
か
げ
学
」
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
受
け
入
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先

で
は
高
校
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来
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こ
と
に
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っ
て
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解
消
が
で
き
る
と
話
し
、
業
務

内
容
を
工
夫
し
、
生
徒
の
成
長
を
常
に
意
識
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す
。
実
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は
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表
会
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て
、

準
備
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し
ま
す
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表
会
に
は
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け
入
れ
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設
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れ
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と
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。
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く
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。
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るという好循環が生まれれば良いのではないで
しょうか。 
　現在、少子化の影響で募集定員の見直しが全
国的に行われています。ここ備西地区でも今後
も見直しが考えられますが、平成25年2月に岡
山県教育委員会が発表した「岡山県立高等学校
教育体制整備実施計画」には「平成30年度まで
の再編整備は極力回避」と書かれてあり、現時
点で本校の統廃合に関わる話はまったくありま
せん。
　これからも本校の存在意義をきちんと示し、
「町唯一の高校」として本校の必要性を広く理
解してもらうことが大切だと思っています。矢
掛町の皆様方には、引き続きあたたかいご支援
とご協力をお願いします。

　今年4月に着任した時の矢高の印象は、生徒
が明るく素朴で、先生方が熱心だということ。
普通科の探究コースでは国公立大学進学に向け
て学力向上を目指し、集中して勉強ができる環
境にあります。総合コースでは「やかげ学」を
とおして地域に触れて人間力を養い、地域へ貢
献するという意識を強く持つようになりまし
た。地域ビジネスコースでは就職、資格取得は
もちろん、地域のご協力のもと商品開発や各種
イベントでの出店販売等を通じて、実践応用力
を養っています。
　さまざまな分野で一貫していえることは、こ
れらすべて「矢掛町」というフィールドがある
からこそです。矢掛町という地域性が生徒を育
み、生徒はそれに応えようとしています。矢掛
高校の卒業生が将来矢掛町に帰ってきて就職す

矢掛高校
前 川 隆 弘  校長

　小
田
山
ノ
上
地
区
で
行
わ
れ
る
干

し
柿
の
皮
む
き
作
業
。
こ
の
作
業
場

に
も
矢
掛
高
校
の
生
徒
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。動
機
を
尋
ね
て
み
る
と「
や

っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。」
と
一
言
。

彼
ら
は
授
業
と
は
関
係
な
く
自
ら
地

域
の
伝
統
に
触
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。さ
ら
に
、地
域
と
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
全
国

か
ら
頻
繁
に
視
察
も
訪
れ
ま
す
。
そ

の
度
に
生
徒
は
矢
掛
町
の
魅
力
を
町

外
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　矢
掛
高
校
と
地
域
住
民
と
が
連
携

し
、
生
徒
の
社
会
活
動
を
通
じ
て
地

域
と
の
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
生
徒
自
身
が
矢
掛
町
の
こ
と
を

考
え
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
そ
し
て
行
動
す
る
こ
と
。
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
が
矢
掛
高
校
の
大
き
な

存
在
感
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
矢
掛

町
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
培
う
人
間

力
と
社
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こ
れ
ら
は
矢
掛
高
校

の
国
公
立
大
学
へ
の
進
学
率
や
就
職

率
の
向
上
と
深
い
関
係
性
を
持
っ
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　地
域
で
支
え
ら
れ
な
が
ら
成
長

し
、
生
徒
も
そ
の
支
援
に
応
え
る
よ

う
に
自
然
と
地
域
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
。
地
域
の
中
で
生
徒
た
ち
の
確

か
な
立
ち
位
置
が
あ
る
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と
。
こ
れ

ら
が
、
現
在
と
こ
れ
か
ら
の
矢
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地域との一体感の中で
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地
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で
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校 

あなたにとって
矢掛高校とは？
あなたにとって
矢掛高校とは？

小田山ノ上地区で干し柿の皮むきを体験

「全国町並みゼミ」では、町並みを活かしたまち
づくりを生徒と連携して行っているお手本として使
節団に対して発表

「全国ローカルサミット」では、高校生と地域が
連携したこれからのローカルスタイルのお手本とし
て視察を受けました。
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るという好循環が生まれれば良いのではないで
しょうか。 
　現在、少子化の影響で募集定員の見直しが全
国的に行われています。ここ備西地区でも今後
も見直しが考えられますが、平成25年2月に岡
山県教育委員会が発表した「岡山県立高等学校
教育体制整備実施計画」には「平成30年度まで
の再編整備は極力回避」と書かれてあり、現時
点で本校の統廃合に関わる話はまったくありま
せん。
　これからも本校の存在意義をきちんと示し、
「町唯一の高校」として本校の必要性を広く理
解してもらうことが大切だと思っています。矢
掛町の皆様方には、引き続きあたたかいご支援
とご協力をお願いします。

　今年4月に着任した時の矢高の印象は、生徒
が明るく素朴で、先生方が熱心だということ。
普通科の探究コースでは国公立大学進学に向け
て学力向上を目指し、集中して勉強ができる環
境にあります。総合コースでは「やかげ学」を
とおして地域に触れて人間力を養い、地域へ貢
献するという意識を強く持つようになりまし
た。地域ビジネスコースでは就職、資格取得は
もちろん、地域のご協力のもと商品開発や各種
イベントでの出店販売等を通じて、実践応用力
を養っています。
　さまざまな分野で一貫していえることは、こ
れらすべて「矢掛町」というフィールドがある
からこそです。矢掛町という地域性が生徒を育
み、生徒はそれに応えようとしています。矢掛
高校の卒業生が将来矢掛町に帰ってきて就職す

矢掛高校
前 川 隆 弘  校長
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皮
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。
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の
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徒
の
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が
あ
り

ま
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。動
機
を
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ね
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み
る
と「
や

っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。」
と
一
言
。

彼
ら
は
授
業
と
は
関
係
な
く
自
ら
地

域
の
伝
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に
触
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。さ
ら
に
、地
域
と
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
全
国

か
ら
頻
繁
に
視
察
も
訪
れ
ま
す
。
そ

の
度
に
生
徒
は
矢
掛
町
の
魅
力
を
町

外
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　矢
掛
高
校
と
地
域
住
民
と
が
連
携

し
、
生
徒
の
社
会
活
動
を
通
じ
て
地

域
と
の
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
生
徒
自
身
が
矢
掛
町
の
こ
と
を

考
え
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
そ
し
て
行
動
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こ
と
。
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一
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　11 月 5 日、町活性化のために尽力していただいている皆さんを表彰
する「平成 28 年度協働のまちづくり表彰式」をやかげ文化センターで
行いました。今年度は、末永三喜太賞をはじめ 7 表彰区分において、42
個人、16団体が表彰を受けました。
　受賞者は次の皆さんです。（順不同・敬称略）

矢掛町協働のまちづくり表彰式

末
永
三
喜
太
賞

安
達
　
精
治
　
　
金
子
　
晴
彦

岡
山
県
立
矢
掛
高
等
学
校
サ
イ

エ
ン
ス
部

や
か
げ
小
中
高
こ
ど
も
連
合（
Ｙ

Ｋ
Ｇ
60
）

倉
敷
か
さ
や
農
業
協
同
組
合

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会

宿
場
町
矢
掛
の
流
し
び
な
の
会

小
田
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

町
長
表
彰

森
脇
　
公
宏
　
　
田
尻
　
文
子

矢
掛
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

平
宇
角
町
内
会

羽
無
上
町
内
会

羽
無
下
町
内
会

三
ヶ
原
自
治
会
上
町
内
会

三
ヶ
原
自
治
会
中
町
内
会

三
ヶ
原
自
治
会
下
町
内
会

川
東
町
内
会

弥
高
町
内
会

株
式
会
社 

共
生

町
長
感
謝
状

坪
井
実
千
代
　
　
石
井
元
一
郎

末
永
美
和
子

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

啓
発
ポ
ス
タ
ー
表
彰

（
優
秀
賞
）

清
水
　
凜
花
（
三
谷
小
）

平
　
　
瑛
斗
（
小
田
小
）

小
川
　
香
織
（
山
田
小
）

矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
健
康
家

庭
特
別
表
彰

津
尾
　
和
弘
　
　
岸
野
　
敏
夫

横
畑
　
光
師

末永三喜太賞とは？
　矢掛町出身の故・末永三喜太氏から生前ご寄付
いただいた財産で基金を創設しています。「矢掛町
の文化、スポーツ振興や地域振興に役立ててほし
い」という末永氏のご遺志を尊重し、文化、スポー
ツ、国際化、福祉の向上および地域振興などの活
動を実践している個人・団体を表彰するものです。

　11月5日、「生涯学習振興大会」をやかげ文化センターで開催しました。
この大会は、生涯学習に関する活動発表の場を提供し、町民一人ひとり
の生涯学習への意欲を高め、生涯学習の一層の振興に資することを目的
に開催しています。
　受賞者は次の皆さんです。（順不同・敬称略）

生涯学習振興大会表彰式

社
会
教
育
表
彰

公
民
館

　
土
井
　
重
光
（
小
田
）

　
横
山
ア
ヤ
子
（
矢
掛
）

　
笹
井
美
帆
子
（
中
）

　
池
田
か
お
り
（
里
山
田
）

　
中
川
公
民
館

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
池
田
　
治
木
（
里
山
田
）

　
日
置
　
　
昇
（
小
田
）

　
中
井
　
慎
二
（
小
林
）

　
武
井
　
厚
憲
（
東
三
成
）

　
田
尻
　
耕
三
（
矢
掛
）

　
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
本
多
　
仁
志
（
上
高
末
）

　
川
上
　
義
弘
（
宇
内
）

教
育
委
員
会
感
謝
状

社
会
教
育
活
動

　
田
尻
　
文
子
（
矢
掛
）

文
化
財
保
護
活
動

　
鳥
越
　
　
昌
（
矢
掛
）

　
古
村
　
道
夫
（
横
谷
）

　
小
川
　
大
右
（
南
山
田
）

　
片
山
　
　
圓
（
小
田
）

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
土
本
　
昭
子
（
上
高
末
）

　
山
部
多
喜
夫
（
東
三
成
）

公
民
館
活
動
支
援

　
多
賀
芙
美
子
（
浅
海
）

　
中
小
田
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル
だ

ん
ご

学
校
図
書
館
活
動
支
援

　
井
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

明
る
い
家
庭
づ
く
り
作
文

最
優
秀
賞

　
佐
藤
慎
之
介
（
矢
掛
小
）

　
古
城
　
佳
奈
（
矢
掛
中
）

優
秀
賞

　
妹
尾
　
果
凛
（
川
面
小
）

　
中
島
慶
一
郎
（
山
田
小
）

　
室
　
　
大
耀
（
矢
掛
小
）

　
内
田
　
涼
弓
（
川
面
小
）

　
山
部
　
優
心
（
中
川
小
）

　
谷
許
　
志
織
（
矢
掛
中
）

　
多
賀
　
智
織
（
矢
掛
中
）

町
並
み
写
生

最
優
秀
賞

　
柏
原
　
彩
寧
（
矢
掛
小
）

審
査
員
特
別
賞

　
妹
尾
　
彰
大
（
川
面
小
）

　
中
山
　
将
吾
（
矢
掛
小
）

優
秀
賞

　
近
藤
　
里
歌
（
小
田
保
）

　
髙
月
　
祐
哉
（
中
川
小
）

　
近
藤
　
愛
里
（
小
田
小
）

　
西
野
　
颯
真
（
山
田
小
）

　
井
上
　
智
誠
（
三
谷
小
）

　
柏
原
　
萌
佳
（
矢
掛
中
）

Information
まちからの

お知らせ

↑表彰式の様子（11月 5日）

やかげ文化センター
ロビーで開催された
地区公民館作品展→

平
成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定

矢
掛
町
職
員
を
募
集
！

看
護
師（
正
職
員
）
数
人

●
資
格
要
件

　
昭
和
41
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　
看
護
師
免
許
を
有
す
る
人

　（
平
成
29
年
３
月
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

●
勤
務
先
　
矢
掛
病
院
ま
た
は
介
護
老
人
保
健
施

設
た
か
つ
ま
荘

介
護
支
援
専
門
員（
嘱
託
職
員
）
一
人

●
資
格
要
件
　
介
護
支
援
専
門
員
資
格
を
有
す
る
人

　（
平
成
29
年
３
月
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

●
勤
務
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
職
員（
嘱
託
職
員
）
数
人

●
資
格
要
件
　「
介
護
福
祉
士
資
格
」
ま
た
は
「
介
護

職
員
初
任
者
研
修
」
な
ど
の
介
護
資
格
を
有
す
る
人

　（
平
成
29
年
３
月
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

※

夜
間
勤
務
（
矢
掛
寮
に
お
い
て
は
宿
直
勤
務
）
が

可
能
な
人

●
勤
務
先
　
矢
掛
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
た

か
つ
ま
荘
、
矢
掛
寮

●
応
募
締
切
　
12
月
２
日
㈮
必
着

教
育
行
政
へ
の
多
大
な
貢
献
が
評
価

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

山 

野 

通 

彦  

町
長

　
平
成
18
年
５
月
の
町
長
就
任
以
来
、在
職
10
年
６
ヶ
月
の
間
に
、

町
内
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備
や
空
調
設
備
の

計
画
的
整
備
に
尽
力
。
さ
ら
に
公
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
１
０
０

％
を
達
成
さ
せ
る
な
ど
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
教
育
水
準

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

伊
原
木
隆
太
氏
が
再
選

岡
山
県
知
事
選
挙
の
結
果
報
告

　
10
月
23
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
岡
山
県
知
事
選
挙
は
、
伊
原
木
隆
太
氏
が
再
選
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
町
の
投
票
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
、
投
票
率
は
44
・
50
％
（
県
全
体
で
は
33
・
91
％
）

で
し
た
。
前
回
（
平
成
24
年
）
の
投
票
率
50
・
65
％
と
比
較
す
る
と
、
6
・
15
％
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
期
日
前
投
票
期
間
中
の
10
月
18
〜
20
日
ま
で
の
３
日
間
、
矢
掛
高
校
の
生
徒
が
選
挙

事
務
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。
選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、政
治
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、

生
徒
た
ち
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
選
挙
事
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

提出書類の入手方法・・・
①矢掛町のホームページからダウンロード。
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４
判）を同封して送付してください。

　　　　　←スマートフォン・携帯電話からも確認できます。
　　　　　　ＱＲコードを読みとってください。

 

問 

総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０

　 

有
線
０
５
２
２

●投票区別投票率

●矢掛町での得票率

←投票用紙を交付する生徒

↑町選挙管理委員会職員から説明を
　受けます。

投 票 区 等
矢　 掛
美　 川
三　 谷
山　 田
川　 面
中　 川
小　 田
計

有権者数（人）
3,021
1,054
1,736
1,722
1,782
1,518
1,620
12,453　

投票者数（人）
1,320
　486
　779
　704
　760
　726
　766
5,541

投票率（%）
43.69
46.11
44.87
40.88
42.65
47.83
47.28
44.50

立候補者名等
伊原木隆太 氏
植本　完治 氏
無　効　票

計

票　　数
5,013
　484
　  44
5,541

８
０
２
０
達
成
者
表
彰

赤
澤
　
宜
侯
　
　
清
水
　
洋
昭

妹
尾
　
菊
江
　
　
内
田
　
　
眞

坪
井
　
房
子
　
　
野
田
セ
ノ
コ

青
江
　
源
爾
　
　
古
⻆
　
康
子

日
置
　
衣
江
　
　
江
木
　
泰
二

江
木
　
　
操
　
　
藤
原
　
義
正

佐
藤
　
安
司
　
　
守
屋
　
節
夫

末
長
　
清
志
　
　
岡
田
　
　
子

三
好
　
　
進

矢
掛
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

坪
井
　
和
子
　
　
川
上
　
隆
正

横
田
　
町
子
　
　
土
　
　
浩
子

赤
澤
　
洋
子
　
　
谷
本
美
智
恵

坂
本
　
由
子
　
　
田
口
八
重
子

津
野
熊
由
美
　
　
中
原
美
惠
子

小
林
　
静
枝
　
　
渡
邊
　
絹
惠

江
本
い
き
い
き
サ
ロ
ン

←子どもたちも大喜び！
　ワンワンとあそぼう
　ショー

　

8平成28年 11月号

　11 月 5 日、町活性化のために尽力していただいている皆さんを表彰
する「平成 28 年度協働のまちづくり表彰式」をやかげ文化センターで
行いました。今年度は、末永三喜太賞をはじめ 7 表彰区分において、42
個人、16団体が表彰を受けました。
　受賞者は次の皆さんです。（順不同・敬称略）

矢掛町協働のまちづくり表彰式

末
永
三
喜
太
賞

安
達
　
精
治
　
　
金
子
　
晴
彦

岡
山
県
立
矢
掛
高
等
学
校
サ
イ

エ
ン
ス
部

や
か
げ
小
中
高
こ
ど
も
連
合（
Ｙ

Ｋ
Ｇ
60
）

倉
敷
か
さ
や
農
業
協
同
組
合

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会

宿
場
町
矢
掛
の
流
し
び
な
の
会

小
田
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

町
長
表
彰

森
脇
　
公
宏
　
　
田
尻
　
文
子

矢
掛
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

平
宇
角
町
内
会

羽
無
上
町
内
会

羽
無
下
町
内
会

三
ヶ
原
自
治
会
上
町
内
会

三
ヶ
原
自
治
会
中
町
内
会

三
ヶ
原
自
治
会
下
町
内
会

川
東
町
内
会

弥
高
町
内
会

株
式
会
社 

共
生

町
長
感
謝
状

坪
井
実
千
代
　
　
石
井
元
一
郎

末
永
美
和
子

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

啓
発
ポ
ス
タ
ー
表
彰

（
優
秀
賞
）

清
水
　
凜
花
（
三
谷
小
）

平
　
　
瑛
斗
（
小
田
小
）

小
川
　
香
織
（
山
田
小
）

矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
健
康
家

庭
特
別
表
彰

津
尾
　
和
弘
　
　
岸
野
　
敏
夫

横
畑
　
光
師

末永三喜太賞とは？
　矢掛町出身の故・末永三喜太氏から生前ご寄付
いただいた財産で基金を創設しています。「矢掛町
の文化、スポーツ振興や地域振興に役立ててほし
い」という末永氏のご遺志を尊重し、文化、スポー
ツ、国際化、福祉の向上および地域振興などの活
動を実践している個人・団体を表彰するものです。

　11月5日、「生涯学習振興大会」をやかげ文化センターで開催しました。
この大会は、生涯学習に関する活動発表の場を提供し、町民一人ひとり
の生涯学習への意欲を高め、生涯学習の一層の振興に資することを目的
に開催しています。
　受賞者は次の皆さんです。（順不同・敬称略）

生涯学習振興大会表彰式

社
会
教
育
表
彰

公
民
館

　
土
井
　
重
光
（
小
田
）

　
横
山
ア
ヤ
子
（
矢
掛
）

　
笹
井
美
帆
子
（
中
）

　
池
田
か
お
り
（
里
山
田
）

　
中
川
公
民
館

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
池
田
　
治
木
（
里
山
田
）

　
日
置
　
　
昇
（
小
田
）

　
中
井
　
慎
二
（
小
林
）

　
武
井
　
厚
憲
（
東
三
成
）

　
田
尻
　
耕
三
（
矢
掛
）

　
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
本
多
　
仁
志
（
上
高
末
）

　
川
上
　
義
弘
（
宇
内
）

教
育
委
員
会
感
謝
状

社
会
教
育
活
動

　
田
尻
　
文
子
（
矢
掛
）

文
化
財
保
護
活
動

　
鳥
越
　
　
昌
（
矢
掛
）

　
古
村
　
道
夫
（
横
谷
）

　
小
川
　
大
右
（
南
山
田
）

　
片
山
　
　
圓
（
小
田
）

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
土
本
　
昭
子
（
上
高
末
）

　
山
部
多
喜
夫
（
東
三
成
）

公
民
館
活
動
支
援

　
多
賀
芙
美
子
（
浅
海
）

　
中
小
田
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル
だ

ん
ご

学
校
図
書
館
活
動
支
援

　
井
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

明
る
い
家
庭
づ
く
り
作
文

最
優
秀
賞

　
佐
藤
慎
之
介
（
矢
掛
小
）

　
古
城
　
佳
奈
（
矢
掛
中
）

優
秀
賞

　
妹
尾
　
果
凛
（
川
面
小
）

　
中
島
慶
一
郎
（
山
田
小
）

　
室
　
　
大
耀
（
矢
掛
小
）

　
内
田
　
涼
弓
（
川
面
小
）

　
山
部
　
優
心
（
中
川
小
）

　
谷
許
　
志
織
（
矢
掛
中
）

　
多
賀
　
智
織
（
矢
掛
中
）

町
並
み
写
生

最
優
秀
賞

　
柏
原
　
彩
寧
（
矢
掛
小
）

審
査
員
特
別
賞

　
妹
尾
　
彰
大
（
川
面
小
）

　
中
山
　
将
吾
（
矢
掛
小
）

優
秀
賞

　
近
藤
　
里
歌
（
小
田
保
）

　
髙
月
　
祐
哉
（
中
川
小
）

　
近
藤
　
愛
里
（
小
田
小
）

　
西
野
　
颯
真
（
山
田
小
）

　
井
上
　
智
誠
（
三
谷
小
）

　
柏
原
　
萌
佳
（
矢
掛
中
）

Information
まちからの

お知らせ

↑表彰式の様子（11月 5日）

やかげ文化センター
ロビーで開催された
地区公民館作品展→

平
成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定

矢
掛
町
職
員
を
募
集
！

看
護
師（
正
職
員
）
数
人

●
資
格
要
件

　
昭
和
41
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　
看
護
師
免
許
を
有
す
る
人

　（
平
成
29
年
３
月
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

●
勤
務
先
　
矢
掛
病
院
ま
た
は
介
護
老
人
保
健
施

設
た
か
つ
ま
荘

介
護
支
援
専
門
員（
嘱
託
職
員
）
一
人

●
資
格
要
件
　
介
護
支
援
専
門
員
資
格
を
有
す
る
人

　（
平
成
29
年
３
月
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

●
勤
務
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
職
員（
嘱
託
職
員
）
数
人

●
資
格
要
件
　「
介
護
福
祉
士
資
格
」
ま
た
は
「
介
護

職
員
初
任
者
研
修
」
な
ど
の
介
護
資
格
を
有
す
る
人

　（
平
成
29
年
３
月
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

※

夜
間
勤
務
（
矢
掛
寮
に
お
い
て
は
宿
直
勤
務
）
が

可
能
な
人

●
勤
務
先
　
矢
掛
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
た

か
つ
ま
荘
、
矢
掛
寮

●
応
募
締
切
　
12
月
２
日
㈮
必
着

教
育
行
政
へ
の
多
大
な
貢
献
が
評
価

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

山 

野 

通 

彦  

町
長

　
平
成
18
年
５
月
の
町
長
就
任
以
来
、在
職
10
年
６
ヶ
月
の
間
に
、

町
内
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備
や
空
調
設
備
の

計
画
的
整
備
に
尽
力
。
さ
ら
に
公
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
１
０
０

％
を
達
成
さ
せ
る
な
ど
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
教
育
水
準

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

伊
原
木
隆
太
氏
が
再
選

岡
山
県
知
事
選
挙
の
結
果
報
告

　
10
月
23
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
岡
山
県
知
事
選
挙
は
、
伊
原
木
隆
太
氏
が
再
選
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
町
の
投
票
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
、
投
票
率
は
44
・
50
％
（
県
全
体
で
は
33
・
91
％
）

で
し
た
。
前
回
（
平
成
24
年
）
の
投
票
率
50
・
65
％
と
比
較
す
る
と
、
6
・
15
％
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
期
日
前
投
票
期
間
中
の
10
月
18
〜
20
日
ま
で
の
３
日
間
、
矢
掛
高
校
の
生
徒
が
選
挙

事
務
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。
選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、政
治
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、

生
徒
た
ち
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
選
挙
事
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

提出書類の入手方法・・・
①矢掛町のホームページからダウンロード。
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４
判）を同封して送付してください。

　　　　　←スマートフォン・携帯電話からも確認できます。
　　　　　　ＱＲコードを読みとってください。
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総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０

　 

有
線
０
５
２
２

●投票区別投票率

●矢掛町での得票率

←投票用紙を交付する生徒

↑町選挙管理委員会職員から説明を
　受けます。

投 票 区 等
矢　 掛
美　 川
三　 谷
山　 田
川　 面
中　 川
小　 田
計

有権者数（人）
3,021
1,054
1,736
1,722
1,782
1,518
1,620
12,453　

投票者数（人）
1,320
　486
　779
　704
　760
　726
　766
5,541

投票率（%）
43.69
46.11
44.87
40.88
42.65
47.83
47.28
44.50

立候補者名等
伊原木隆太 氏
植本　完治 氏
無　効　票

計

票　　数
5,013
　484
　  44
5,541

８
０
２
０
達
成
者
表
彰

赤
澤
　
宜
侯
　
　
清
水
　
洋
昭

妹
尾
　
菊
江
　
　
内
田
　
　
眞

坪
井
　
房
子
　
　
野
田
セ
ノ
コ

青
江
　
源
爾
　
　
古
⻆
　
康
子

日
置
　
衣
江
　
　
江
木
　
泰
二

江
木
　
　
操
　
　
藤
原
　
義
正

佐
藤
　
安
司
　
　
守
屋
　
節
夫

末
長
　
清
志
　
　
岡
田
　
　
子

三
好
　
　
進

矢
掛
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

坪
井
　
和
子
　
　
川
上
　
隆
正

横
田
　
町
子
　
　
土
　
　
浩
子

赤
澤
　
洋
子
　
　
谷
本
美
智
恵

坂
本
　
由
子
　
　
田
口
八
重
子

津
野
熊
由
美
　
　
中
原
美
惠
子

小
林
　
静
枝
　
　
渡
邊
　
絹
惠

江
本
い
き
い
き
サ
ロ
ン

←子どもたちも大喜び！
　ワンワンとあそぼう
　ショー



　11 月 5 日、町活性化のために尽力していただいている皆さんを表彰
する「平成 28 年度協働のまちづくり表彰式」をやかげ文化センターで
行いました。今年度は、末永三喜太賞をはじめ 7 表彰区分において、42
個人、16団体が表彰を受けました。
　受賞者は次の皆さんです。（順不同・敬称略）

矢掛町協働のまちづくり表彰式

末
永
三
喜
太
賞

安
達
　
精
治
　
　
金
子
　
晴
彦

岡
山
県
立
矢
掛
高
等
学
校
サ
イ

エ
ン
ス
部

や
か
げ
小
中
高
こ
ど
も
連
合（
Ｙ

Ｋ
Ｇ
60
）

倉
敷
か
さ
や
農
業
協
同
組
合

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会

宿
場
町
矢
掛
の
流
し
び
な
の
会

小
田
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

町
長
表
彰

森
脇
　
公
宏
　
　
田
尻
　
文
子

矢
掛
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

平
宇
角
町
内
会

羽
無
上
町
内
会

羽
無
下
町
内
会

三
ヶ
原
自
治
会
上
町
内
会

三
ヶ
原
自
治
会
中
町
内
会

三
ヶ
原
自
治
会
下
町
内
会

川
東
町
内
会

弥
高
町
内
会

株
式
会
社 

共
生

町
長
感
謝
状

坪
井
実
千
代
　
　
石
井
元
一
郎

末
永
美
和
子

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

啓
発
ポ
ス
タ
ー
表
彰

（
優
秀
賞
）

清
水
　
凜
花
（
三
谷
小
）

平
　
　
瑛
斗
（
小
田
小
）

小
川
　
香
織
（
山
田
小
）

矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
健
康
家

庭
特
別
表
彰

津
尾
　
和
弘
　
　
岸
野
　
敏
夫

横
畑
　
光
師

末永三喜太賞とは？
　矢掛町出身の故・末永三喜太氏から生前ご寄付
いただいた財産で基金を創設しています。「矢掛町
の文化、スポーツ振興や地域振興に役立ててほし
い」という末永氏のご遺志を尊重し、文化、スポー
ツ、国際化、福祉の向上および地域振興などの活
動を実践している個人・団体を表彰するものです。

　11月5日、「生涯学習振興大会」をやかげ文化センターで開催しました。
この大会は、生涯学習に関する活動発表の場を提供し、町民一人ひとり
の生涯学習への意欲を高め、生涯学習の一層の振興に資することを目的
に開催しています。
　受賞者は次の皆さんです。（順不同・敬称略）

生涯学習振興大会表彰式

社
会
教
育
表
彰

公
民
館

　
土
井
　
重
光
（
小
田
）

　
横
山
ア
ヤ
子
（
矢
掛
）

　
笹
井
美
帆
子
（
中
）

　
池
田
か
お
り
（
里
山
田
）

　
中
川
公
民
館

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
池
田
　
治
木
（
里
山
田
）

　
日
置
　
　
昇
（
小
田
）

　
中
井
　
慎
二
（
小
林
）

　
武
井
　
厚
憲
（
東
三
成
）

　
田
尻
　
耕
三
（
矢
掛
）

　
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
本
多
　
仁
志
（
上
高
末
）

　
川
上
　
義
弘
（
宇
内
）

教
育
委
員
会
感
謝
状

社
会
教
育
活
動

　
田
尻
　
文
子
（
矢
掛
）

文
化
財
保
護
活
動

　
鳥
越
　
　
昌
（
矢
掛
）

　
古
村
　
道
夫
（
横
谷
）

　
小
川
　
大
右
（
南
山
田
）

　
片
山
　
　
圓
（
小
田
）

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
土
本
　
昭
子
（
上
高
末
）

　
山
部
多
喜
夫
（
東
三
成
）

公
民
館
活
動
支
援

　
多
賀
芙
美
子
（
浅
海
）

　
中
小
田
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル
だ

ん
ご

学
校
図
書
館
活
動
支
援

　
井
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

明
る
い
家
庭
づ
く
り
作
文

最
優
秀
賞

　
佐
藤
慎
之
介
（
矢
掛
小
）

　
古
城
　
佳
奈
（
矢
掛
中
）

優
秀
賞

　
妹
尾
　
果
凛
（
川
面
小
）

　
中
島
慶
一
郎
（
山
田
小
）

　
室
　
　
大
耀
（
矢
掛
小
）

　
内
田
　
涼
弓
（
川
面
小
）

　
山
部
　
優
心
（
中
川
小
）

　
谷
許
　
志
織
（
矢
掛
中
）

　
多
賀
　
智
織
（
矢
掛
中
）

町
並
み
写
生

最
優
秀
賞

　
柏
原
　
彩
寧
（
矢
掛
小
）

審
査
員
特
別
賞

　
妹
尾
　
彰
大
（
川
面
小
）

　
中
山
　
将
吾
（
矢
掛
小
）

優
秀
賞

　
近
藤
　
里
歌
（
小
田
保
）

　
髙
月
　
祐
哉
（
中
川
小
）

　
近
藤
　
愛
里
（
小
田
小
）

　
西
野
　
颯
真
（
山
田
小
）

　
井
上
　
智
誠
（
三
谷
小
）

　
柏
原
　
萌
佳
（
矢
掛
中
）

Information
まちからの

お知らせ

↑表彰式の様子（11月 5日）

やかげ文化センター
ロビーで開催された
地区公民館作品展→

平
成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定

矢
掛
町
職
員
を
募
集
！

看
護
師（
正
職
員
）
数
人

●
資
格
要
件

　
昭
和
41
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　
看
護
師
免
許
を
有
す
る
人

　（
平
成
29
年
３
月
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

●
勤
務
先
　
矢
掛
病
院
ま
た
は
介
護
老
人
保
健
施

設
た
か
つ
ま
荘

介
護
支
援
専
門
員（
嘱
託
職
員
）
一
人

●
資
格
要
件
　
介
護
支
援
専
門
員
資
格
を
有
す
る
人

　（
平
成
29
年
３
月
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

●
勤
務
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
職
員（
嘱
託
職
員
）
数
人

●
資
格
要
件
　「
介
護
福
祉
士
資
格
」
ま
た
は
「
介
護

職
員
初
任
者
研
修
」
な
ど
の
介
護
資
格
を
有
す
る
人

　（
平
成
29
年
３
月
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

※

夜
間
勤
務
（
矢
掛
寮
に
お
い
て
は
宿
直
勤
務
）
が

可
能
な
人

●
勤
務
先
　
矢
掛
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
た

か
つ
ま
荘
、
矢
掛
寮

●
応
募
締
切
　
12
月
２
日
㈮
必
着

教
育
行
政
へ
の
多
大
な
貢
献
が
評
価

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

山 

野 

通 

彦  

町
長

　
平
成
18
年
５
月
の
町
長
就
任
以
来
、在
職
10
年
６
ヶ
月
の
間
に
、

町
内
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備
や
空
調
設
備
の

計
画
的
整
備
に
尽
力
。
さ
ら
に
公
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
１
０
０

％
を
達
成
さ
せ
る
な
ど
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
教
育
水
準

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

伊
原
木
隆
太
氏
が
再
選

岡
山
県
知
事
選
挙
の
結
果
報
告

　
10
月
23
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
岡
山
県
知
事
選
挙
は
、
伊
原
木
隆
太
氏
が
再
選
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
町
の
投
票
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
、
投
票
率
は
44
・
50
％
（
県
全
体
で
は
33
・
91
％
）

で
し
た
。
前
回
（
平
成
24
年
）
の
投
票
率
50
・
65
％
と
比
較
す
る
と
、
6
・
15
％
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
期
日
前
投
票
期
間
中
の
10
月
18
〜
20
日
ま
で
の
３
日
間
、
矢
掛
高
校
の
生
徒
が
選
挙

事
務
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。
選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、政
治
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、

生
徒
た
ち
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
選
挙
事
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

提出書類の入手方法・・・
①矢掛町のホームページからダウンロード。
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４
判）を同封して送付してください。

　　　　　←スマートフォン・携帯電話からも確認できます。
　　　　　　ＱＲコードを読みとってください。

 

問 

総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０

　 

有
線
０
５
２
２

●投票区別投票率

●矢掛町での得票率

←投票用紙を交付する生徒

↑町選挙管理委員会職員から説明を
　受けます。

投 票 区 等
矢　 掛
美　 川
三　 谷
山　 田
川　 面
中　 川
小　 田
計

有権者数（人）
3,021
1,054
1,736
1,722
1,782
1,518
1,620
12,453　

投票者数（人）
1,320
　486
　779
　704
　760
　726
　766
5,541

投票率（%）
43.69
46.11
44.87
40.88
42.65
47.83
47.28
44.50

立候補者名等
伊原木隆太 氏
植本　完治 氏
無　効　票

計

票　　数
5,013
　484
　  44
5,541

８
０
２
０
達
成
者
表
彰

赤
澤
　
宜
侯
　
　
清
水
　
洋
昭

妹
尾
　
菊
江
　
　
内
田
　
　
眞

坪
井
　
房
子
　
　
野
田
セ
ノ
コ

青
江
　
源
爾
　
　
古
⻆
　
康
子

日
置
　
衣
江
　
　
江
木
　
泰
二

江
木
　
　
操
　
　
藤
原
　
義
正

佐
藤
　
安
司
　
　
守
屋
　
節
夫

末
長
　
清
志
　
　
岡
田
　
　
子

三
好
　
　
進

矢
掛
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

坪
井
　
和
子
　
　
川
上
　
隆
正

横
田
　
町
子
　
　
土
　
　
浩
子

赤
澤
　
洋
子
　
　
谷
本
美
智
恵

坂
本
　
由
子
　
　
田
口
八
重
子

津
野
熊
由
美
　
　
中
原
美
惠
子

小
林
　
静
枝
　
　
渡
邊
　
絹
惠

江
本
い
き
い
き
サ
ロ
ン

←子どもたちも大喜び！
　ワンワンとあそぼう
　ショー
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 〜 互いに多様性を認め支え合う社会 〜
　人権とは、「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持つ権利」といわれ、性別や年齢、国籍の
違い、障害の有無にかかわらず、地球上のあらゆる人々に普遍的に保障されている基本的な権利です。「み
んなちがって　みんないい」という言葉があります。お互いの違いを認め、他の人の人権を守ることが、ひ
いては、自分の人権を守ることにつながります。すべての人々が、誰からも偏見や差別、さらには暴力を受
けることなく、お互いの生命と尊厳を守り、安心して暮らすことのできる社会にしていきましょう。

ふれあい会館講座の風景

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
ふれあい会館だより� ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350

　第２・４木曜日は書道講座の日です。講座生は各自の
レベルに合わせたお手本を見ながら、一生懸命に筆を運
びます。先生の声かけや指導にうなずきながら集中して
過ごす時間は、あっという間に過ぎていきます。

12月4日～10日は人権週間です12月4日～10日は人権週間です12月4日～10日は人権週間です12月4日～10日は人権週間です

Ｑ
ご
み
の
減
量
化
っ
て
何
の
意
味
が

あ
る
の
？

Ａ
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
、分
け
れ
ば
資
源
！

　
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
て
い
る
ご
み
の
中
に
は
、
分
別

す
れ
ば
資
源
と
な
る
も
の
が
多
く
混

入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
分
別
す

る
こ
と
で
、
か
な
り
の
減
量
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

　
生
ご
み
な
ど
の
台
所
ご
み
に
つ
い

て
は
、
し
っ
か
り
水
切
り
を
す
る
こ

と
や
、
生
ご
み
処
理
機
や
堆
肥
化
容

器
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
減
量
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
ご
み
処

理
機
や
堆
肥
化
容
器
に
つ
い
て
は
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

Ｑ
分
別
方
法
に
つ
い
て
説
明
は
あ
る

の
？

Ａ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
！

　
平
成
29
年
２
月
頃
に
各
家
庭
に
ご

み
の
出
し
方
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

平成29年４月スタート！

指定ごみ袋制度

平成29年 4月から始まる「指定ごみ袋制度」に伴い、矢掛町
指定ごみ袋を店頭で販売していただく販売所を募集します。

●応募資格
矢掛町内に店舗または類する施設を有し、日用品の販売を業
としているもの
（例：スーパー、コンビニ、ホームセンター、ドラッグストア、
個人商店など）

矢掛町指定ごみ袋

販売所募集！

　平成 29 年 4 月から、矢掛町で指定するごみ袋（有料）を使
って出していただく「指定ごみ袋制度」が始まります。指定ご
み袋制度の対象となる家庭ごみは『可燃ごみ』と『不燃ごみ』で、

『資源ごみ』については従来どおりの方法でごみを出していた
だけます。
　この制度は、ごみの分別の徹底をはかり、可燃ごみや不燃ご
みとして排出されるごみの量を減らし、ごみ処理に係る費用を
抑制することを目的として実施されます。
　ごみの分別に対する意識を高め、ごみの減量化にご協力くだ
さい。

■問 町民課住民環境係
☎（82）1011　有線 0551

10平成28年11月号



「一人一人ができること」をして「子ども虐待のない社会」を作ろう!

保健福祉課健康管理センター
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

12月の健康カレンダー
Health  Calendar　NovemberHealth  Calendar　November

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

10日㈯ 追加けんしん
場所：農村環境改善センター午前 8時30分～11時

13日㈫ 育児相談
栄養改善教室

午前 9 時～11 時
15日㈭ 午前9時～午後 1時

20日㈫
すこやか育児学級
対象：8～11ヶ月児
　　　4～  7ヶ月児

午前9時～9 時10分
午前10時～10時10分

  7日㈬ 1歳6か月児健康診査午後0時30分～1時
と　き

と　き と こ ろ と　き と こ ろ

受　　　付 内　　　容
休日当番医

29日㈭/年末

  4日㈰
11日㈰
18日㈰
23日㈮/㈷

☎(82)１３２６

☎(82)１０５０

矢　掛　病　院

小　塚　医　院

※事前に連絡をしてから受診してください。

25日㈰ ☎(82)０２０２山縣内科医院

30日㈮/年末 ☎(84)０００１あゆみクリニック
31日㈯/年末 ☎(82)０２０２山縣内科医院

☎(84)０００１あゆみクリニック
☎(82)１３２１水　川　内　科
☎(82)１３２６矢　掛　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

「虐待」になる前に、相談を!
　近年、児童虐待は増加傾向にあり、深刻
な問題となっています。「子育てに苦悩し、
解決策が見つからず、わが子に手を挙げて
しまう。」一生懸命に育児をしていても、うま
くいかないこともたくさんあります。そん
な保護者の方、疲れやストレスをひとりで
ため込む前に、まずは相談してみませんか？
　虐待の相談は、役場保健福祉課（82）1013
または矢掛町社会福祉協議会（82）0848 ま
でご連絡ください。

　オレンジリボン運動は、「子ども虐待のない社会の実現」を目指す市民
運動です。オレンジリボンは、そのシンボルマークであり、オレンジ色は
子どもたちの明るい未来を表しています。

オレンジリボン運動で、あなたに出来ること…
☆虐待と思われる事実を知ったときには通報してください
☆子育て中の親子に、やさしいまなざしをお願いします
☆子育てに悩んでいる人は、ひとりで抱え込まずに相談してください
☆虐待で苦しんでいる子どもは、がまんしないで相談してください
☆虐待を受けた子どもたちの自立を支援する輪に協力してください

ミニお達者教室

  1日㈭　山 田 会 館
  2日㈮　鵜 江 会 館
  7日㈬　中川町民会館
  8日㈭　こうど会館

14日㈬　三谷コミュニティセンター
15日㈭　矢 掛 会 館
21日㈬　美川生活改善センター
22日㈭　鵜 江 会 館

児童虐待とは……？
身体的虐待 性的虐待

ネグレクト 心理的虐待

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激
しく揺さぶる、やけどを負わせる、
溺れさせる など

子どもへの性的行為、性的行為を見
せる、ポルノグラフィの被写体にす
る など

家に閉じ込める、食事を与えない、
ひどく不潔にする、自動車の中に放
置する、重い病気になっても病院に
連れて行かない など

言葉による脅し、無視、きょうだい
間での差別的扱い、子どもの目の前
で家族に対して暴力をふるう（DV）
など

なぐ

おぼ

け たた

おど

※2日は認知症予防教室です。
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　11 月 5 日、やかげ文化センターで「第 3 回健康
フェスタ in やかげ」が開催されました。
　この日は、各種体験コーナーが設けられ、愛育委
員・栄養委員による生活習慣病予防や、特定健診・
がん検診受診等の啓発も行われました。
　参加者は各コーナーを回りながら、自分の健康管
理について考えていました。また、今回は大規模災
害の際、身元確認のために口の中の情報をデータ化
し、管理する「家族の絆プロジェクト」が町内歯科
医の協力により行われ、多数の方が参加しました。

健康について考えるきっかけに

↑当日は各コーナーを多数の来場者が見学。

　10 月 29 日、やかげ町家交流館屋外特設会場で
第 14 回おかやま県民文化祭地域フェスティバルの
一環として、「矢掛まちあるき文化祭♪音楽の散歩
道♪やかげまちうたライブ」が開催されました。
　この日は、矢掛町の子どもたちが活躍する「キッ
ズエアー」のダンスに始まり、同じく町内の有志 5
人組で結成された「脇本陣バンド」の迫力ある演奏
が行われました。さらにＣＭ曲でおなじみの 2 人
組デュオ「ベベチオ」の他２組のアーティストが登
場し、秋の宿場町に心地よい音楽が響きました。

音楽で繋がる、秋の一日

空と陸、迫力ある消火訓練を展開
　11 月 6 日、矢掛町総合運動公園で非常呼集訓練
が開催されました。この日は山火事を想定し、矢掛
町消防団と井原消防本部矢掛出張所による消火訓
練に加え、県消防防災ヘリが空から散水。本番さな
がらの緊張感ある訓練を行いました。
　訓練後には、県消防防災ヘリの見学も行われ、子
どもたちは普段は見れないヘリコプター内部の設
備を見学していました。

↑消防団員と井原消防署隊員による放水と防災ヘリによる
消火が行われました。

まちの
わだい

↑中川保育園の園児によるステージ発表の様子

いつまでもお元気で、長寿を祝う
　10 月 27 日、やかげ文化センターで矢掛町敬老
会が開催されました。この日は町内の 75 歳以上の
高齢者 563 人が出席しました。
　当日は、中川保育園の園児による演劇や歌の披露
の他に、曲芸やクラリネット、ファゴット、ピアノ
による演奏が行われました。最後は童謡の「どんぐ
りころころ」や「夕焼小焼」等 5 曲を参加者全員
で合唱し、来年も元気で参加しようと約束を交わし
合いました。↑脇本陣バンドの演奏の様子

ARAR



JICA青年海外協力隊員帰国報告会

史や文化を学び、2 年生で職場体験、３年生ではその集大成
として、奉仕活動をとおして地域に恩返しをするというもの
です。

今 月 の 出 来 事 まちのわだい

　10 月 22 日、やかげ文化センターで「イングリッ
シュ・デイ」が開催されました。これは、町内の小
学生を対象に楽しみながら、英語に親しんでもらお
うと、学校の授業とは別に始まった新しいプログラ
ム。簡単なゲームなどを通じて「話す・聞く」こと
を中心に学びます。
　この日は、外国語指導助手のペドロ・テシェーラ
先生からハロウィーンにちなんだ英語を学んだり、
英語で友達と自己紹介を行いました。今年度は 2 ヶ
月に 1 回のペースで行っていく予定です。

英語に親しみ、楽しんで！

感謝の気持ちを忘れない

西日本大会出場選手激励

矢中生徒が地域に恩返し

　10 月 17 日に谷
たにもり

森千
ち え

惠さん
（宇内）が 100 歳のお誕生日
を迎えられ、山野町長をはじ
め関係者が自宅を訪れ、記念
品を贈り長寿を祝いました。
　谷森さんの長寿の秘訣は感
謝の気持ちを忘れず、１日を
楽しく過ごすことだそうです。

　10 月 27 日、矢掛中学校の
3 年生 106 人が「地域貢献
プロジェクト」と題して、町
内の施設等で奉仕活動を行い
ました。これは、総合学習の
一環として地域との関わりを
大切にしようと 1 年生で歴

　第 33 回西日本フィギュア
スケートジュニア選手権大会

（10/27 ～ 30  京都府）に出
場した矢掛中３年　三

み や け

宅星
せ な

南
くん（東川面）。結果は 6 位
となり、第 85 回全日本フィ
ギュアスケートジュニア選手
権大会に出場します。
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↑古民家に展示された作品を見学する来場者

宿場町にアートがあふれた２日間
　11 月 5 ～ 6 日、矢掛商店街で「やかげ芸術街道
2016 ～時空を超えたアートな往来が生まれる街
～」が開催されました。これは、岡山県のまちアー
トマネジメント講座の実証イベントで、地域の空き
スペースや施設を活用した文化芸術イベントを企
画コーディネートしていくものです。
　古民家でのアート展示やダンスパフォーマンス、
食や音楽でアートを表現する等多彩な模様を展開。
来場者は、歴史情緒ある商店街で斬新なアートを楽
しんでいました。

↑ペドロ先生とゲーム感覚で英語を楽しむ子どもたち

三菱自動車工業㈱ 益子会長が来庁
　10 月 11 日、三菱自動車
工業㈱の益子修会長が山野町
長のもとを訪れ、生産・販売
停止の影響を受けた関連企業
に対しての支援について御礼
を述べられました。

田賀さんは現地でコミュニティ開発を目的に廃プラスチック
を再利用したカバン等の制作・販売、村内の清掃活動や材料
回収、商品の開発等に取り組みました。

　10 月 31 日、JICA 青年海
外協力隊員として平成 26 年
9 月末から 2 年間アフリカの
セネガル共和国シンチューマ
レム村落共同体へ派遣されて
いた田

た が

賀朋
とも

子
こ

さん（浅海）の
帰国報告会が行われました。
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　おばあちゃん—おばあちゃんの娘さん—おばあちゃん
のお孫さん—３人の女性が来館しました。おばあちゃん

をいたわりながらカードを申し込み、本を選ぶ３人の様子に心が温かくなりました。図書
館には毎日利用者が 250 名余り訪れます。目的はさまざまですが、帰る時には皆さんが笑
顔で帰っていただけるように職員は真心サービスを心掛けています。皆さんの生活を応援
する図書館へお気軽にお越しください。

おすすめの1冊

現在92歳の著者が現代に生きる人々
をあたたかくも厳しく後押しする怒り
のエッセイ。

94歳で大往生。瞬間湯沸かし器だっ
た父、阿川弘之に罵倒されること何千
回…。
故人をまったく讃えない「父と娘」の
記録。

「 九十歳。何がめでたい 」
　　佐藤　愛子／著　小学館

「 強 父 論 」
　　阿川佐和子／著　文藝春秋

カウンターからの情景

町民ギャラリー　　　　　　　矢掛町文化協会　美とのふれあい展（＊各部門の展示最終日は午後 4 時まで）

◆ 書道の部　　　　　　　11 月 15 日（火）〜 20 日（日）
◆ ちぎり絵　　　　　　　11 月 22 日（火）〜 27 日（日）
◆ 絵画の部　　　　　　　11 月 29 日（火）〜 12 月 4 日（日）
◆ アートガーデンの部　　12 月   6 日（火）〜 11 日（日）
◆ 川柳の部・俳句の部　　12 月 13 日（火）〜 18 日（日）
◆ 木工芸の部　　　　　　12 月 20 日（火）〜 25 日（日）

＊鑑賞無料

　服飾評論家・市田ひろみさんのコレクション
より、アジア・中東・ヨーロッパ、アフリカ、
中南米各地の民族衣装を一堂に紹介します。守
り継がれた手仕事による伝統工芸の魅力と、世
界文化の多様性をお楽しみください。
観覧料　一　般　　　　　800 円（600 円）
　　　　高校生・大学生　500 円（300 円）＊（　）内は団体割引
　　　　中学生以下　　　無料
　　　　町内在住の 65 歳以上の方は無料
　　　　（シルバーカードをご提示ください）

は休館日

12月の図書館カレンダー

25 26 27

日

5 6 7 98
1 2

10
3

11
4

12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

28 29 30 31

火水木金土月

11月の休館日
　21日（月）・24日（木）・28日（月）

常設展示室 特別展 市田ひろみコレクション
世界の民族衣装展～守り継がれた手仕事をたずねて～

10月4日（火）〜12月4日（日）会期中無休

ポーランド
ポドラーシェ地方

図書館のイベント ※�日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

えいごであそぼう
◆と　き　12月 10日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　やかげ文化センター　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
※�先生の都合により日時が変更になる場合があり
ます。

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　11月26日㈯・12月 24日㈯
　　　　　　午前10時30分〜
◆ところ　図書館
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵

本の読み聞かせやエプロンシアター、
おりがみ教室など

↑チラシを持参で割引料金になります！

14平成28年11月号



美
術
館
短
歌
講
座
十
一
月
作
品

�

谷
本
史
子
選

煮
魚
の
汁
に
て
煮
た
る
茄
子
の
味
は
祖
母
の
好
物

箸
も
す
す
み
ぬ�

石
川　
智
子

山
盛
り
の
松
茸
の
煮
し
め
を
炊
き
た
て
の
ご
飯
と

食
べ
き
た
だ
に
な
つ
か
し�

浅
田　
英
子

「
ぢ
い
ち
や
ん
天
国
に
行
く
の
」と
仄ほ

の

ぬ
く
き
手
を

撫
で
つ
づ
く
曾
孫
た
ち
は�

毛
利　
英
子

櫓ひ
つ
ぢ

田だ

の
一
羽
の
鷺
が
を
り
を
り
に
羽
う
ち
か
へ
す

真
白
き
羽
を�

谷
許　
靖
子

墓
参
せ
し
里
の
も
て
な
し
う
れ
し
か
り
鯛
の
甘
煮

も
姪
の
手
作
り�

杉
本
萬
壽
子

骨
の
脆
き
我
に
釘
煮
を
届
け
く
れ
し
姉
を
思
へ
り

逝
き
て
幾
と
せ�

坂
川
須
磨
子

母
の
味
を
思
ひ
出
し
つ
つ
煮
て
を
り
ぬ
鰤
の
味
沁

み
し
大
根
の
煮
物�

杉
本　
清
子

幼
き
頃
の
母
の
手
作
り
の
祭
り
鮨
煮
込
み
た
る
具

の
お
い
し
き
味
よ�

鳥
越　
信
子

二
分
茹
で
氷
に
放
て
ば
ゴ
ー
ヤ
ー
の
緑
の
澄
む
と

逝
き
し
友
言
ひ
き�

古
城　
　
操

斑
点
の
あ
る
ま
ま
色
づ
く
病

わ
く
ら

葉ば

が
落
つ
る
を
見
た

り
そ
ぼ
降
る
雨
に�

谷
口　
節
子

台
風
が
予
報
を
く
ぐ
り
て
去
り
し
後
色
あ
ざ
や
か

に
コ
ス
モ
ス
揺
れ
る�

団
迫　
慶
子

ふ
る
里
を
離さ

か

り
て
ね
む
る
父
母
の
墓
明
日
は
参
ら

む
母
の
命
日�

峰
山　
祥
子

神か
う

戸ど

山さ
ん

に
夕
日
の
射
し
て
鉄
塔
が
茜
色
に
立
つ
神

宿
る
ご
と
く�

今
井　
京
子

思
ふ
こ
と
の
半
分
も
な
ら
ず
暮
れ
た
れ
ば
熟
み
し

無
花
果
を
つ
ぶ
し
つ
つ
煮
る�

選　
者　
詠

胸
の
火
を
と
も
す
マ
ッ
チ
が
見
当
ら
ぬ�

山
縣
の
ぶ
子

程
々
の
妻
で
気
楽
に
生
き
て
い
る�

稚
葉
つ
と
む

赤
い
羽
根
胸
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
あ
る
善
意�

山
元
と
も
え

１
＋
１
＝
１
つ
つ
が
な
く
暮
れ
る�

江
尻　
容
子

返
事
せ
ぬ
財
布
と
カ
ギ
を
さ
が
す
日
々�

鈴
木　
な
つ

欲
望
も
怒
り
も
あ
る
さ
こ
の
胸
に�

柴　
し
め
の

干
涸
び
た
蛙
雷
雨
で
生
き
返
る�

三
宅
か
ず
こ

ス
マ
ッ
プ
を
知
ら
な
い
人
と
同
居
す
る�

渡
辺
ヒ
ロ
コ

腐
れ
縁
そ
ん
な
温
さ
で
生
き
て
い
る�

田
中　
道
博

焼
酎
で
今
日
一
日
の
幕
を
引
く�

池
田　
信
夫

少
年
の
背
中
た
た
い
て
送
り
出
す�

選　
者　
吟

文
化
協
会
川
柳
十
月
作
品�

�

内
田
と
み
子
選

野
菊
晴
古
里
歩
く
親
子
づ
れ�

毛
利　
英
子

屋
号
に
て
呼
び
合
ふ
村
や
豊
の
秋�

三
宅　
信
子

核
の
塵
捨
て
処
な
し
虫
浄
土�

神
田　
敏
枝

案
山
子
立
つ
お
さ
が
り
の
服
着
せ
ら
れ
て�

山
岡　
　
笙

垣
追
加
し
て
猪
と
根
比
べ�

小
川　
敦
子

入
院
の
老
母
見
舞
ひ
て
秋
し
ぐ
れ�

河
相　
早
織

袖
高
く
挙
ぐ
る
吉
備
舞
秋
の
蝶�

山
本　
　
宏

水
禍
あ
と
名
月
見
上
ぐ
明
る
さ
よ�

三
宅　
安
子

還
ら
ざ
る
兄
征
き
し
日
の
虫
時
雨�

選　
者　
吟

足
跡
を
句
碑
に
拓
し
て
人
の
秋�

日
置　
湖
舟

虫
籠
窓
残
る
宿
場
の
秋
す
だ
れ�

有
安　
哲
子

風
呼
ん
で
さ
さ
や
き
合
へ
る
秋
ざ
く
ら�

片
山　
峯
香

友
人
の
訃
報
に
ふ
れ
て
秋
の
風�

桑
木
る
み
子

菊
の
香
の
た
だ
よ
う
寺
苑
句
碑
開
く�

池
田　
光
代

句
碑
建
て
て
生
き
た
証
や
寺
の
秋�

中
原
美
恵
子

間
引
菜
の
ひ
と
雨
ご
と
に
勢
ひ
立
ち�

長
谷
川
睦
美

寺
庭
に
彩
の
あ
ふ
れ
て
秋
ざ
く
ら�

井
上　
智
博

秋
高
し
句
碑
を
祀
り
し
地
蔵
尊�

武
田
真
佐
子

渡
り
鳥
水
引
き
ず
り
て
羽
搏
け
り�

真
安　
貞
雄

一
ト
夜
さ
に
荒
地
と
化
し
て
猪
の
害�

谷
許　
安
治

名
も
知
ら
ぬ
虫
に
聞
き
入
り
夜
の
更
け
し�

篠
原　
富
禅

ふ
れ
あ
い
の
親
子
玉
入
れ
秋
の
空�
福
島　
嘉
子

秋
天
に
米
寿
の
句
碑
の
披
か
る
る�
選　
者　
吟

文
化
協
会
俳
句
十
月
作
品�

坪
井
　
翠
選

文
化
協
会
俳
句
十
月
作
品�

　
　

上
原
笛
水
選

     やまがたゆう  ま

山縣祐真くん（宇内）
（H27年 11 月14 日生まれ）

元気いっぱい大きくなーれ！

 まるやま こ  た ろう

丸山琥太朗くん（東川面）
（H27年 11 月 19 日生まれ）

これからも可愛い笑顔を
いっぱい見せてね！！

     とりごえとし や

鳥越稔也くん（本堀）
（H27年 11 月 17 日生まれ）

いつもニコニコな稔也君♡
兄ちゃんと仲良くね♪

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページです。

★�対 象 者★　�町内在住で平成27年12月・平成28年 1 月生まれのお子さん
★応募期限★　平成28年11月30日（水）必着
★�応募方法★　�写真に①住所②氏名（ふりがな）③性別④生年月日⑤電話番号⑥ 20字程度のメッセージを添えてご応募く

ださい。
★�応 募 先★　総務企画課秘書広報室　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018　☎（82）1010　有線 0522

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？ 12・1 月生まれ募集中

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

15 平成28年11月号



矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,650人（－11） 
　男　     6,998人（－  8） 
　女　     7,652人（－  3）
世帯数　  5,372世帯（－  3）

平成28年11月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

募
　
　
集

教
育
支
援
員
・
ひ
ま
わ
り
の

家
指
導
員
を
募
集
！！

◦
仕
事
内
容
（
勤
務
時
間
）

教
育
支
援
員

　
町
内
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

に
お
い
て
、職
員
と
連
携
し
て
園
児・

児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
及
び
学
習

活
動
等
の
支
援
を
行
う
。（
１
日
３

～
６
時
間
、
週
５
日
）

ひ
ま
わ
り
の
家
指
導
員
（
一
名
）

　
町
の
適
応
指
導
教
室
「
ひ
ま
わ
り

の
家
」（
矢
掛
会
館
３
階
）
で
、
町

の
教
育
相
談
員
と
連
携
し
て
、
不
登

校
児
童
生
徒
等
の
学
習
指
導
や
自
立

活
動
の
支
援
を
す
る
。（
１
日
４
時

間
、
週
５
日
）

◦
資
　
格　
学
校
園
や
子
ど
も
た
ち

の
情
報
等
に
つ
い
て
の
守
秘
義
務
が

守
れ
る
方
。

　
学
校
で
勤
務
可
能
な
体
力
が
あ
り

健
康
で
あ
る
方
。

◦
給
　
与　
時
給
１
、
０
０
０
円　

（
交
通
費
な
し
）

◦
申
込
方
法　
所
定
の
申
込
書
を
12

月
16
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
教
育
委

員
会
へ
提
出
す
る
。

◦
面
接
日　
平
成
29
年
１
月
15
日
㈰

■問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎（
82
）２
１
０
０　
有
線
０
６
２
１

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
生

　
　
　
　
　
募　
集　
！！

◦
内
　
容　
〔
ア
ビ
リ
テ
ィ
編
〕（
４

日
間
）、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
応
募

書
類
の
書
き
方
、
面
接
方
法
等
〔
ス

キ
ル
編
〕（
20
日
間
）、
パ
ソ
コ
ン
講

座（
エ
ク
セ
ル
＆
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

◦
応
募
資
格　
結
婚
・
出
産
・
育
児
・

介
護
等
で
一
旦
仕
事
を
中
断
し
、
再

就
職
を
希
望
す
る
女
性
で
、
24
日
間

出
席
で
き
る
人

◦
受
講
料　
無
料
（
教
材
費
、
検
定

受
講
料
は
実
費
負
担
）

◦
定
　
員　
15
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
選
考
）

◦
申
込
方
法　
受
講
申
込
書
を
郵
送
。

申
込
書
は
、
岡
山
県
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
受
付
期
間　
12
月
６
日
㈫
～
平
成

29
年
１
月
７
日
㈯

◦
受
講
期
間　
平
成
29
年
１
月
17
日

㈫
～
２
月
24
日
㈮
の
火
～
金
曜
日

◦
会
　
場　
倉
敷
市
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
ア
ッ
プ
く

ら
し
き
」（
天
満
屋
倉
敷
店
内
）

■問
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
６（
２
３
５
）３
３
０
７

第
16
回
井
原
地
区
防
火
の
集
い

◦
と
　
き　
12
月
４
日
㈰　
午
前
９

時
30
分
～
正
午

※
各
種
体
験
・
見
学
は
午
前
10
時
30

分
～

◦
と
こ
ろ　
井
原
地
区
消
防
組
合
井

原
消
防
署

◦
内
　
容　
消
防
写
生
大
会
優
秀
作

品
の
展
示
、
消
火
体
験
、
煙
体
験
ハ

ウ
ス
で
の
避
難
体
験
、
救
助
救
出
を

想
定
し
た
ロ
ー
プ
渡
り
体
験
等

■問
消
防
本
部
予
防
課

　
☎（
62
）９
４
０
２

岡
山
県
市
町
村
合
同

公
売
会
in
笠
岡

　
岡
山
県
と
県
内
市
町
村
に
よ
る
合

同
公
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
公
売
会
と
は
税
・
料
金
の
公
平
性

と
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
滞
納
処

分
の
一
環
と
し
て
差
し
押
さ
え
た
財

産（
家
電
製
品
や
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
）

を
入
札
に
よ
り
売
却
し
、
滞
納
税
に

充
て
る
も
の
で
す
。

　
一
般
の
方
が
、
参
加
し
や
す
い
入

札
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
と
　
き　
12
月
11
日
㈰　
午
前
9

時
開
場

◦
と
こ
ろ　
笠
岡
総
合
体
育
館

◦
出
品
数　
約
４
０
０
点

■問
笠
岡
市
役
所
収
納
対
策
課

☎
０
８
６
５（
69
）２
１
１
７

障
が
い
者
差
別
解
消
法
に
つ

い
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
井
笠
圏
の
５
市
町
で
運
営
す
る
井

笠
地
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会

（
通
称
：
あ
い
ね
っ
と
）
が
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
は
障

が
い
者
差
別
解
消
法
の
理
解
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
美
作
大
学
の
学
生
に
よ

イ
ベ
ン
ト

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、収集品、不用品の買取りなど
も承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材守屋石材守屋石材
有料広告

生徒募集生徒募集♪
♪

♫

小林 107（田町）　☎82-1062（江木）小林 107（田町）　☎82-1062（江木）小林 107（田町）　☎82-1062（江木）
http://www.pianokyousitu.info/http://www.pianokyousitu.info/

お問い合わせ

まゆみ＆えみこ音楽教室まゆみ＆えみこ音楽教室まゆみ＆えみこ音楽教室

2 歳のお子さん～ 大人まで2歳のお子さん～ 大人まで

ピアノ・エレクトーンピアノ・エレクトーン

16平成28年11月号



矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,650人（－11） 
　男　     6,998人（－  8） 
　女　     7,652人（－  3）
世帯数　  5,372世帯（－  3）

平成28年11月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

る
寸
劇
や
、
当
事
者
・
家
族
の
方
の

リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◦
と
　
き　
12
月
３
日
㈯　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

◦
と
こ
ろ　
浅
口
市
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◦
参
加
費　
無
料

◦
定
　
員　
２
０
０
人

■問
あ
い
ね
っ
と
事
務
局

☎
０
８
６
５（
63
）７
２
９
５

Ｂバ

ー

ト

Ｅ
Ｒ
Ｔ
未
来
防
災
研
究
所
親

子
ふ
れ
あ
い
防
災
コ
ン
サ
ー
ト

　
こ
ど
も
の
防
災
意
識
、
地
域
の
防

災
力
と
復
興
力
の
向
上
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
と
　
き　
11
月
26
日
㈯　
午
後
１

時
30
分
～
４
時

◦
と
こ
ろ　
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
未
来
防
災
研

究
所
（
旧
矢
掛
商
業
高
校
）

◦
内
　
容　
お
と
な
の
消
火
器
体
験
・

防
災
の
お
話
と
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト

■問
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
未
来
防
災
研
究
所

　
☎（
82
）０
４
２
５　

　
メ
ー
ル　

yakage119@
gm

ail.
com

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　
き　
12
月
９
日
㈮　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　
容　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
５
１

国
勢
調
査
の
確
定
値（
矢
掛
町
）

　
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
確
定
値
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◦
人
口
総
数　
１
４
、
２
０
１
人

◦
男
６
、
７
１
５
人　
女
７
、
４
８

６
人
　
世
帯
数　
４
、
９
５
５
世
帯

■問
総
務
企
画
課
企
画
係

☎（
82
）１
０
１
０　
有
線
０
５
２
１

追
加
け
ん
し
ん
を
実
施
し
ま
す

　
夏
に
地
区
け
ん
し
ん
を
未
受
診
の

方
は
、
追
加
け
ん
し
ん
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
と
　
き　
12
月
10
日
㈯　
受
付
：

午
前
８
時
30
分
～
11
時

◦
と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー　
多
目
的
ホ
ー
ル

◦
内
　
容　
特
定
健
診
、
が
ん
検
診

（
胃
が
ん
・
胸
部（
肺
が
ん
）・
大
腸
が

ん
・
前
立
腺
が
ん
）・
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス

◦
受
診
方
法　
が
ん
検
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
当
日
、
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。特
定
健
診
を
受
け
る
人
は
、

案
内
ハ
ガ
キ
と
保
険
証
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※
追
加
け
ん
し
ん
で
は
、
後
期
高
齢

者
健
診
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
実
施
し

ま
せ
ん
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
９
６
３
０

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

費
助
成
の
お
知
ら
せ

　
矢
掛
町
で
は
、
成
人
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　
肺
炎
は
、
現
在
日
本
人
の
死
因
第

3
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
も
、

亡
く
な
る
方
の
約
95
％
が
、
65
歳
以

上
の
方
で
す
。
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

は
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
の

感
染
症
を
予
防
し
、
重
症
化
を
防
ぎ

ま
す
。

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
の
う
え
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
　
⑴
か
⑵
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
で
、
過
去
に
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

方⑴
接
種
時
点
で
、
矢
掛
町
に
住
民
登

録
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方

⑵
心
臓
・
呼
吸
器
の
慢
性
疾
患
、
腎

不
全
、
肝
機
能
障
害
ま
た
は
人
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）

の
基
礎
疾
患
が
あ
る
者
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

（
年
齢
不
問
）

※
接
種
の
対
象
に
な
る
か
否
か
は
、

医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
助
成
額　
３
、
５
０
０
円

（
接
種
費
用
は
、
医
療
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
医
療

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◦
助
成
方
法　
町
内
の
医
療
機
関
で

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
で
の

事
前
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
９
６
３
０

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
が

発
行
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

有料広告

1610_ 倉敷さくら離宮 _広報やかげ _サイズ（W170*H45）

永代供養墓・樹木葬
倉敷一桜の名所「種松山」に堂々完成

さくらの碑永代供養樹木葬

万円～
(税込)48

さくら御廟永代供養墓

万円
(税込)

さくら御廟使用料すべて

※お名前の
彫刻費は別途。

検索倉敷さくら離宮

倉敷中央石材株式会社
倉敷市粒江 1405-1

お問い合わせ

[ 許可番号 ] 倉敷市指令環衛446号    
[ 許可年月日 ] 平成 15年 3月18日   
[ 管理法人 ] 宗教法人真光寺

宗旨宗派不問

　イメージキャラクター
　浅越 ゴエさん（吉本興業所属）

後々費用がかからず誰にも面倒をかけない永代供養　

カラー

お
知
ら
せ

相
　
　
談
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し
て
い
る
人
も
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届
出
を
し

な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出
を
し
た

り
し
た
と
き
は
、
10
万
円
以
下
の
過

料
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
岡
山
県
畜
産
課
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
備
中
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農

畜
産
物
生
産
課

　
☎
０
８
６（
４
３
４
）７
０
３
３

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

減
失
届
の
提
出
を

　
現
在
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
住
宅
・
納
屋
な
ど
を
取
り
壊

し
た
場
合
、
滅
失
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
届
出
の
な
い
場
合
は
、
平
成

29
年
度
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
町
民
課
で
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
届
出
が
必
要
と
な
る
建
物　
平
成

28
年
12
月
31
日
㈯
ま
で
に
取
り
壊
さ

れ
た
建
物

◦
提
出
期
限　
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮

◦
持
参
物　
認
印

■問
町
民
課
資
産
税
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
６
１

矢
掛
都
市
計
画
区
域
の
準
備
、

開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針
の

変
更（
案
）の
縦
覧
に
つ
い
て

　
岡
山
県
が
決
定
す
る
次
の
都
市
計

画
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
に
基
づ

き
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◦
都
市
計
画
案
の
内
容　
矢
掛
都
市

計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保

全
の
方
針
の
変
更

◦
縦
覧
期
間　
12
月
12
日
㈪
～
26
日

㈪
の
開
庁
時
間
内

◦
縦
覧
場
所　
岡
山
県
都
市
計
画
課
、

役
場
建
設
課

※
変
更
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る

方
は
、
平
成
28
年
12
月
26
日
㈪
ま
で

に
意
見
書
を
縦
覧
場
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
岡
山
県
都
市
計
画
課

☎
０
８
６（
２
２
６
）７
４
９
２

　
役
場
建
設
課

☎（
82
）１
０
１
４　
有
線
０
６
０
５

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

配
布
に
つ
い
て

　
９
月
に
開
催
し
た
第
４
回
矢
掛
地

域
医
療
介
護
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お

い
て
、
講
師
の
中
村
伸
一
先
生
か
ら

紹
介
の
あ
っ
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
（
い
き
い
き
と
生
き
て
逝
く
た
め

の
確
認
ノ
ー
ト
）
を
無
料
で
配
布
し

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
保
健

福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
０
５
８
１

障
が
い
者
福
祉
に

関
心
と
理
解
を

　
12
月
３
日
㈯
～
９
日
㈮
は
障
が
い

者
週
間
で
す
。
障
が
い
者
の
福
祉
に

　
こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書（
ま

た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

■問
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
７
１

蜜
蜂
飼
育
者
は

届
出
が
必
要
で
す

　
養
蜂
振
興
法
に
よ
り
、
養
蜂
業
者

だ
け
で
な
く
、
趣
味
で
蜜
蜂
を
飼
育

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（9 月申請分）12月 7日㈬ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（10 月申請分）11月17日㈭

子ども・心身障害者および
ひとり親家庭等医療費
　　　　　　（10月申請分）

11月30日㈬

保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

固定資産税（３期） 11月30日㈬ 11月30日㈬

水道料金・下水道使用料
（農業集落排水使用料を含む）
（山田・川面・中川地区）

11月25日㈮ 11月30日㈬

安全・安心なまちづくりのため
水質・土壌検査を実施中
　矢掛町では、水質や土壌の異常が発生していな
いかの調査のため、また、異常が疑われるときや、
起きたときの検査のためのバックデータの収集の
ため、毎年、町内 26 か所で水質・土壌の検査を行
っております。
　最新の９月調査では特に異常はありませんでし
た。
　今後も安全・安心な町づくりのために水質・土
壌の保全を行ってまいります。

◦水質検査箇所
N

①鬼ヶ岳ダム（夫婦橋）

③鬼ヶ岳ダム（放流水）
④烏頭川

⑲大倉川

⑰金山谷川

⑱大渡川（上流）

②鬼ヶ岳ダム（貯留水）

㉕林田川（下流）
㉖小田川（観音橋）

⑤羽無川 ⑥久谷川

⑦奥田川（上流）

⑭大谷川（上流）
⑮大谷川（下流）

㉓小田川（新栄橋）

⑳星田川（上流）

㉒星田第２ダム南 ⑩宇角川（下流）

㉔林田川（上流）

㉑星田川（下流）

奥迫地内
（⑪西側⑫東側⑬井戸）

⑨宇角川（上流）

⑧奥田川（下流）

⑯小田川（福頼橋）

■問 町民課住民環境係　☎（82）1011　有線 0551
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◦犯罪・交通事故発生状況（平成 28 年 10 月末現在）

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
ら
し

事
務
所
荒
ら
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

車
上
狙
い

金

属

盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

10　月 11 0 0 0 1 0 5 0 1 0 1 0 0 3 31 5 0 26
累　計 48 1 1 0 11 5 5 0 7 0 11 2 0 5 282 30 0 256

（前年比） +6 -2 +1 -1 +10 -2 +3 ±0 ±0 ±0 ±0 -2 -2 +1 +16 -11 -1 +27

つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
、
ま
た

障
が
い
の
あ
る
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
週
間
で

す
。
障
害
や
障
が
い
者
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
０
５
３
２

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

12
月
１
日
㈭
・
７
日
㈬
・
8
日
㈭
・

９
日
㈮
・
12
日
㈪
・
15
日
㈭
・
16
日

㈮
・
19
日
㈪
・
21
日
㈬　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

12
月
５
日
㈪
・
12
日
㈪
・
19
日
㈪
・

26
日
㈪　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
10
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
（
金
一
封
）

岸　
誠
一（
岡
山
市
）、本
多
幸
男（
広

島
県
）、藤
原
雅
晴（
大
阪
府
）、間
部

泰
範
（
東
京
都
）、
匿
名
希
望
１
人

▼
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ（
金
一
封
）

川
崎
友
哉
（
矢
掛
）、武　
誠
一
（
小

林
）、
猿
渡
靜
夫
（
横
谷
）、
谷
本
敦

子
（
里
山
田
）、土　
正
則
（
江
良
）、

※数値は暫定数です。

■問 井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

　10月中の交通事故は、31件（人身交通事故が５件、物損交通事故が26件）発生しました。依然として物損交通事故の発生が多く、ちょっ
とした不注意が事故に繋がっています。「安全確認、安全速度」を厳守し、基本に徹した運転を心掛けましょう。
　小田地区で犯罪（自転車盗難５件、車上狙い１件、工事場狙い１件）が多発しています。自転車を駐輪する際は必ず二重ロックをし、車
両内には貴重品を置かないようにしましょう。

井原警察署
矢掛幹部派出所

◦狩猟に出かける際は銃の点検整備を猟場の事前確認を
する

◦猟場では
　☆実包は発射する直前まで装てんせず、発射する必要
がなくなったら必ず脱砲する
　☆銃口は絶対人のいる方向に向けない
　☆銃は確実に保持し、発射する直前まで用心金の中に
指をいれない
　☆獲物は必ず自分の目で確認し矢先の安全をよく確か
めて発射する
　など、狩猟の取扱いの基本を守る
◦移動中狩銃及び実包は常に自己の管理下に置き、帰宅
後は確実に保管庫に収納する

◦狩猟期間内に初めて狩銃を使用する際は、狩銃ごとに
射撃の練習を行うように努める

　平成28年８月末現在、全国から指名手配されている者
は730人おり、犯行をくり返すおそれがあります。警察
では、11月中に全国警察の総力を挙げて指名手配被疑者
の早期検挙に向けた追跡捜査を強力に行います。
　また、岡山県警察においても、指名手配被疑者の追跡
捜査に加え、手配ポスターを配布して広く情報提供を呼
び掛けています。「指名手配被疑者によく似た人を見かけ
た」といった情報など、些細なことでも結構ですので通
報していただくようお願いします。

狩猟期の猟銃による事故等の防止
　今年も11月15日から狩猟期が始まりますが、全国
的に狩猟期間中の狩猟事故が後を絶ちません。狩猟を安
全に行うために、次のことを厳守し、狩猟などによる事
故を防止しましょう。
◦平素から射撃場で射撃練習を行い、技能の維持向上に
努める

指名手配被疑者の検挙にご協力を！

香
西
治
明
、
三
宅　
演
、
三
宅
茂
男

（
小
田
）▼
矢
掛
公
民
館
へ（
金
一
封
）

川
崎
友
哉
（
矢
掛
）
▼
三
谷
公
民
館

へ
（
金
一
封
）
猿
渡
靜
夫
（
横
谷
）

▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
土　

正
則
（
江
良
）、
宿
場
町
矢
掛
の
日

曜
朝
市
出
店
者
▼
小
田
公
民
館
へ

（
金
一
封
）
三
宅　
演
（
小
田
）
▼

矢
掛
寮
へ
（
パ
ッ
ク
ジ
ュ
ー
ス
）
長

谷
川
晶
一（
小
田
）、（
花
器
）
丸
田

精
肉
店
（
小
田
）、（
野
菜
）
匿
名
希

望
２
人
▼
矢
掛
町
へ（
ス
ピ
ー
カ
ー
）

中
川
繁
晴
（
静
岡
県
）
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平
成
28
年
11
月
17
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
企
画
課
秘
書
広
報
室

〒
714-1297 （

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866
(82)1010

㈹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.yakage.okayam
a.jp/

2016

№ 560
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この広報紙は環境に優しい紙を使用しています。

　11月５日～６日、愛媛県松山市で開催された
「ゆるキャラグランプリ2016  in笑顔のえひめ」
に「やかげ観光大使やかっぴー」が出場 ! みなさ
まの応援・投票により、やかっぴーも大健闘し、
過去最高の成績となりました。７月から始まっ
たネット投票では、多くの皆さんに応援してい
ただき、ありがとうございました！これからも、
やかっぴーをよろしくお願いします。

【結果発表】
総合ランキング　　77位
ご当地ランキング　47位
県内ランキング 　　 3 位

宿場町を走ろう!!

第29回 矢掛本陣マラソン全国大会参加者募集第29回 矢掛本陣マラソン全国大会参加者募集

★申込方法
　専用の振込用紙に参加料
を添えて大会事務局へ持
参するか、郵便振替で申し
込んでください。
※町外の方はインターネット
からの申し込みも可能で
す。

★申込期限
　平成29年1月11日㈬
※郵便振替で申し込む場合、
払込日から事務局着まで
に1週間前後かかりますの
で、余裕をもってお申し込
みください。

コ  ー  ス 制限時間 部　　　　門 参  加  料
男子の部（１６歳以上）
女子の部（１６歳以上）
１６歳以上３０歳未満男子の部
３０歳以上男子の部
１６歳以上女子の部
１６歳以上３０歳未満男子の部
３０歳以上５０歳未満男子の部
５０歳以上男子の部
１６歳以上３０歳未満女子の部
３０歳以上５０歳未満女子の部
５０歳以上女子の部
中学生男子の部
中学生女子の部
小学生男子（１～３年生）の部
小学生女子（１～３年生）の部
小学生男子（４～６年生）の部
小学生女子（４～６年生）の部
小学３年生以下親子の部

と　き　平成２９年２月１９日㈰ ※雨天決行
ところ　矢掛町総合運動公園
コース・制限時間・部門・参加料

飛脚コース（ハーフ）
日本陸連公認コース 2時間 20分

1時間 10分

1時間

50分

2,000 円

2,000 円

一般
2,000 円
中学生（町外）
1,000 円
中学生（町内）
  500 円

小学生（町外）1,000 円
小学生（町内）  500 円
親子（町外）   3,000 円
親子（町内）   2,500 円

殿様コース
（10㎞）

日本陸連公認コース

姫様コース
（5.7 ㎞）

若様コース
（3㎞）

●活動日時　平成29年2月19日㈰　午前7時40分～午後1時頃
●活動内容　選手受付係、選手接待係、交通整理係、ゴール付近係（ゴール誘導・チップ回収・完走証交付など)
●応募資格　町内に居住もしくは通勤・通学されている方で、ボランティアをしてみたい方
　　　　　　(小学生は5年生以上に限る)
●募集定員　30人程度
●申込方法　大会事務局に直接申し込む。(電話可）

申込期限は
平成29年1月11日㈬

※係員からレースの中止を命じられたときには、その指示に従ってください。

【矢掛本陣マラソン全国大会実行委員会事務局】
〒７１４-１２２２　岡山県小田郡矢掛町西川面１３０７-３　矢掛町Ｂ＆Ｇ海洋センター内　電話・FAX（83）1100
※年末年始（１２月２９日～１月3日）は、矢掛町役場へお問い合わせください。　矢掛町役場 ☎（82）1010㈹

矢掛本陣マラソンのボランティアスタッフ募集!!矢掛本陣マラソンのボランティアスタッフ募集!!矢掛本陣マラソンのボランティアスタッフ募集!!矢掛本陣マラソンのボランティアスタッフ募集!!矢掛本陣マラソンのボランティアスタッフ募集!!矢掛本陣マラソンのボランティアスタッフ募集!!
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